
新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 市長公室

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅱ「彩りあるまち」の実現

1
情報発信強化
事業

　本市の情報を市民へ正
確に迅速かつ分かりやす
く、より効果的に届ける
ため、SNSやLINEなどを活
用した情報発信を強化す
る。

広報
戦略
課

市公式LINE
の友だち登
録者数

R5
81,343

人
― 120,000 人 10,876

2
シティプロ
モーション推
進事業

　テレビ、雑誌、SNSなど
多種多様なメディアを活
用して北九州市のポテン
シャルやまちの魅力など
ポジティブなイメージを
広く発信する。

広報
戦略
課

北九州市が
好きだと答
えた（肯定
的な回答を
した）市民
の割合
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R5 87.0% ― 90.0 ％ 64,314

都市ブランドの確立（ポ
ジティブな情報発信によ
る北九州市のイメージ
アップ）

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 危機管理室

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅲ「安らぐまち」の実現

1
地域と連携し
た避難所開
設・運営事業

　迅速な避難所の開設や
地域防災力の向上等のた
め、市と地域住民が連携
し避難所の開設・運営を
行う。

危機
管理
課

参画する校
区まちづく
り協議会数

― ― ― 40 校区 7,600

2
個別避難計画
作成促進事業

　災害発生時等に自力で
避難することができない
避難行動要支援者（高齢
者や障害者等）の個別避
難計画を、福祉専門職と
連携して作成する。

危機
管理
課

個別避難計
画作成率

R3 37.0%

R9年度
までの
目標：
75.0％

70.0 ％ 4,900

3
防災Action！
プロモーティ
ング事業

　市民への的確な防災知
識の普及啓発により、市
民の「自助」意識の醸成
を図る。

危機
管理
課

避難行動が
必要な市民
のうち、実
際に避難行
動を行った
市民の割合
(行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R6 64.4%

R9年度
までの
目標：
80.0％

70.0 ％

避難場所の
確認や備蓄
など日頃か
ら災害への
備えを行っ
ている市民
の割合(行
政評価市民
アンケー
ト：毎年
度）

R6 46.1%

R9年度
までの
目標：
50.0％

48.0 ％ 990

自助・共助・公助による
防災力のさらなる強化

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 技術監理局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅲ「安らぐまち」の実現

1
i-
Construction
推進事業

「i-Construction」の推
進・普及拡大による建設
業の生産性向上を目指
し、受発注者の「i-
Construction」に関する
技術力の向上を図る。

技術
企画
課

「i-
Constructi
on」に関す
る体験会、
技術研修参
加者の満足
度の向上
（事後アン
ケート：毎
年度）

― ― ― 70.0 ％ 500

2

公共工事関係
部署における
「しごと改
革」推進事業

　「公共工事関係部署の
DX推進プラン」に基づ
き、市役所の工事関係部
署の「しごと改革」を推
進する。
　また、公共工事に携わ
る市内建設業者の利便性
向上を図り、「新・担い
手3法」が目指す建設業の
「働き方改革」を推進す
る。

技術
企画
課

庁内工事情
報共有シス
テムの利用
率の増加

R4 25.0%

R11年度
までの
目標：
100.0％

70.0 ％

公共工事に
て遠隔臨場
（オンライ
ン検査、オ
ンライン監
督）の実施
件数の増加

R4 56件

R11年度
までの
目標：
150件

90 件 1,794

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

インフラＤＸの推進によ
る市内建設業の生産性向
上および人材育成

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 政策局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅰ「稼げるまち」の実現

メガリージョンの視点に
よる近隣市町との連携

1
メガリージョ
ン推進事業

　「稼げるまち」の実現
に向け、メガリージョン
の視点で、北部九州地域
の一体的な発展を目指す
ため、連携中枢都市圏や
下関市をはじめとする自
治体間の連携を推進す
る。

政策
課

北九州都市
圏域内の宿
泊者数

R1
2,338
千人

―
R8.4月
公表
予定

関門エリア
の観光消費
額の増加
（北九州市
観光動態調
査：毎年）

R3
646.8
億円

R10年度
までの
目標：
2657.4
億円

単年度
目標設
定なし

13,039

若者のチャレンジ支援 2

シン・ジダイ
創造事業（若
者のチャレン
ジ応援）

　若者の自由な発想や提
案を引き出し、それらを
実現させるための伴走支
援等に取り組み、地域一
体で「日本一若者を応援
するまち・北九州市」の
実現を目指すことで、若
者の価値観や社会情勢の
変化に対応し続けられる
持続可能なまちづくりを
進める。

Z世
代課

北九州市の
最近のイ
メージで
「活躍する
若者をよく
目にするよ
うになっ
た」と答え
た人の割合
（市民意識
調査：毎年
度）

R6 8.6% ―
R6年度
比増加

40,000

女性のキャリア形成支援 3
Woman's
CHOICE推進事
業

　女性のキャリア実現、
健康支援を目的として、
父親の短時間勤務の推進
やフェムテックの導入・
活用に官民連携して取り
組む。また、女性が、つ
ながりや思いを共有・発
信できる場の創出とし
て、オンラインコミュニ
ティを構築する。

Woma
n
Will
推進
室

社会全体に
おける男女
平等達成感
（北九州市
の男女共同
参画社会に
関する調
査：5年
毎）

R4 10.7%

R9年度
までの
目標:
15.0％

単年度
目標設
定なし

15,000

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 政策局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

女性が働き続けることが
できる就労環境の整備の
支援

4
ワーク・ライ
フ・バランス
推進事業

　多様な働き方や暮らし
方を選択でき、活力ある
豊かな社会の実現を目指
して、企業等の取組の支
援や、広報・啓発など
ワーク・ライフ・バラン
ス（仕事と生活の調和）
の推進を図る。
　また、「働きやすいま
ち北九州」の実現を目指
し、北九州イクボス同盟
の拡大や取組支援等を行
う。

Woma
n
Will
推進
室

「仕事と生
活の調和
（ワークラ
イフバラン
ス）」が取
れていると
思う人の割
合（「元気
発進！子ど
もプラン
（第3次計
画）」点
検・評価に
伴う市民ア
ンケート：
毎年度）

R6 62.8% ―
R6年度
比増加

5,925

戦略的国際連携の推進 5
海外プロモー
ション促進事
業

　既存の姉妹友好都市と
の交流や、新たな国・地
域との関係性の構築を推
進し、北九州市のポテン
シャルを生かした更なる
プロモーションにより北
九州市のプレゼンス向上
を図り、海外の活力を取
り込むことで、北九州市
の経済成長につなげる。

国際
政策
課

姉妹友好都
市以外の都
市や地域と
の連携基盤
構築

― ― ― 1
つ以
上

18,875

Ⅱ「彩りあるまち」の実現

DXによる市民サービス向
上

6
スマらく区役
所サービスプ
ロジェクト

　行政手続きにかかる時
間をできる限り短縮し、
快適・便利な行政サービ
スを提供するため、手続
きのオンライン化促進な
ど、デジタル技術を活用
した新たな窓口サービス
の構築をフロントヤード
からバックヤードまで総
合的に進める。

DX・
AI戦
略室

集約する窓
口業務に従
事している
職員の作業
時間の削減

― ―

R9年度
までの
目標：

対象業務
の窓口職
員作業時

間
▲50.0％

単年度
目標設
定なし

446,630



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 政策局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

都市ブランドの確立（ポ
ジティブな情報発信によ
る北九州市のイメージ
アップ）

7
すこやかな共
生社会構築事
業

　北九州国際交流協会に
「（仮）多文化地域コー
ディネーター」を配置
し、日本人・外国人の双
方に訪問・ヒアリングす
ることで、地域や外国人
市民が抱えるニーズ等を
把握し、顔の見える関係
性づくりにつなげる。ま
た、外国人相談窓口の運
営などを通じて、すこや
かな共生社会の構築を目
指す。

国際
政策
課

市民の「多
文化共生」
という言葉
の認知度
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R5 59.5%

R10年度
までの
目標：
63.0％

単年度
目標設
定なし

「暮らしや
すい」と回
答した人の
割合（外国
人市民アン
ケート：5
年毎）

R5 72.4%

R10年度
までの
目標：
80.0％

単年度
目標設
定なし

91,040

北九州市立大学における
地域や社会の未来を担う
人材育成の支援

8
次世代デジタ
ル人材育成支
援事業

　北九州市立大学新学部
（（仮称）情報イノベー
ション学部）の整備にあ
たって、整備費用の一部
を市が支援する。

総務
課

新学部棟建
設工事の進
捗

R7 0.0%

R9年度
までの
目標：
100.0％

単年度
目標設
定なし

1,116,000

Ⅲ「安らぐまち」の実現

外国人との共生社会の実
現に向けた環境整備

9
すこやかな共
生社会構築事
業

　北九州国際交流協会に
「（仮）多文化地域コー
ディネーター」を配置
し、日本人・外国人の双
方に訪問・ヒアリングす
ることで、地域や外国人
市民が抱えるニーズ等を
把握し、顔の見える関係
性づくりにつなげる。ま
た、外国人相談窓口の運
営などを通じて、すこや
かな共生社会の構築を目
指す。

国際
政策
課

市民の「多
文化共生」
という言葉
の認知度
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R5 59.5%

R10年度
までの
目標：
63.0％

単年度
目標設
定なし

「暮らしや
すい」と回
答した人の
割合（外国
人市民アン
ケート：5
年毎）

R5 72.4%

R10年度
までの
目標：
80.0％

単年度
目標設
定なし

91,040



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 総務市民局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅱ「彩りあるまち」の実現

DXによる市民サービス向
上

1

証明書コンビ
ニ交付サービ
ス維持管理事
業

　マイナンバーカードを
活用した証明書コンビニ
交付サービスを実施す
る。

区政
推進
課

全有料証明
書に占める
コンビニ交
付の利用率
の向上

R5 31.3%

R9年度
までの
目標：
50.0％

単年度
目標設
定なし

54,052

Ⅲ「安らぐまち」の実現

2
主要駅周辺へ
の防犯カメラ
設置事業

　安全・安心な市民生活
を確保し、犯罪に強い都
市づくりを推進するた
め、主要駅周辺に防犯カ
メラの設置、運用を行
う。

安
全・
安心
推進
課

刑法犯認知
件数

R6 6,482件 ―
R6年比

減
44,920

3
防犯灯設置事
業

　安心して生活できるま
ちづくりの推進の一環と
して、夜間における犯罪
の発生を防止し公衆の通
行の安全を図るため、LED
防犯灯を設置する。

安
全・
安心
推進
課

刑法犯認知
件数

R6 6,482件 ―
R6年比

減
65,647

4
暴力追放推
進・支援等事
業

　市民、企業、団体等が
暴力団排除の認識を深
め、暴力団排除活動に取
り組むことができるよう
広報啓発及び支援を行っ
ていく。
　また、福岡県警や（公
財）福岡県暴力追放運動
推進センター、北九州暴
力追放推進会議、各区防
犯協会等とも連携を図
り、暴力排除並びに地域
防犯活動を推進すること
で、安全・安心なまちづ
くりを進めていく。

安
全・
安心
推進
課

暴追対策に
対して評価
した市民の
割合の増加
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R7
R7年度
実績値

―
R7年度
比増

7,847

防犯カメラや防犯灯の増
設やAIなどの技術を取り
入れた防犯対策の更なる
推進

暴力団対策の強化、市外
発信による「安全・安心
なまち」のイメージ定着

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 総務市民局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

5
若者の犯罪行
為への加担防
止啓発事業

　若者が「闇バイト」等
の犯罪行為に加担するこ
とを防止するため、市内
でウェブを閲覧する若者
を対象としたターゲティ
ング広告やホームページ
等で広報啓発を行う。

安
全・
安心
推進
課

暴追対策に
対して評価
した市民の
割合の増加
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R7
R7年度
実績値

―
R7年度
比増

850

6
地域総括補助
金

　地域が一体となった地
域づくりを促進するた
め、市各部局が事業ごと
に地域団体に交付してい
た補助金を一本化し、ま
ちづくり協議会に交付す
る。
　地域総括補助金が校区
内の課題解決に向けた横
断的な取組につながるよ
う、制度の目的や活用事
例の周知を図る。

地域
振興
課

地域総括補
助金を導入
したまちづ
くり協議会
数

H26 130団体 ― 137 団体 267,959

7

現場主導・課
題即応型地
域・人づくり
事業

　地域の特性や課題に即
応できるよう、既存の補
助メニューや地域の人材
育成にかかる事業を集約
し、区役所主導で柔軟に
支援できる体制を構築す
る。

地域
振興
課

地域づくり
活動への参
加者の割合
の増加（行
政評価市民
アンケー
ト：毎年
度）

H29 39.6% ― 50.0 ％ 52,540

8
市民センター
管理運営・整
備事業

　市民（サブ）センター
136館の管理運営・整備を
行い、市民センターを拠
点とした地域づくりを推
進する。

地域
振興
課

若者・現役
世代の利用
率の増加

R6 20.4% ―
R6年度
比増

1,703,000

ソーシャル・キャピタル
（地域における繋がり）
の強化



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 総務市民局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

9

次の10年・地
域づくり先行
モデルプロ
ジェクト

　次の10年を見据えた地
域コミュニティの形を先
導するモデル地区を選定
し、事務負担の見える
化・最適化や、特性を活
かした多世代協働のモデ
ル事業を実施する。

地域
振興
課

モデル地域
の地域課題
に応じて検
討・設定

― ― ― ― 9,000

10
地域のチカラ
つなぐ事業

　市民同士の"互助"を促
進するため、個々のスキ
ルや空き時間を地域で役
立てる「タイムバンク」
の社会実装に向けた調査
研究を行う。
　また、回覧板のデジタ
ル化やLINE活用により地
域情報のスムーズな伝達
と共有を図る。

地域
振興
課

デジタルプ
ラット
フォームの
社会実装

― ―

R10年度
までの
目標：

社会実装

単年度
目標設
定なし

14,000

地域活動の抜本的な見直
しによる活発化



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 財政・変革局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅲ「安らぐまち」の実現

公共施設マネジメントの
推進

1
公共施設マネ
ジメント推進
事業

 公共施設を取り巻く様々
な環境の変化を踏まえ、
総量抑制のみにとらわれ
るのではなく、公民連携
による建替えや運営改善
などにより「施設の価値
を最大限発揮させ、新た
な価値を創出する」な
ど、公共施設の持続可能
な運営および最適化に向
けた取組を推進する。

市政
変革
推進
室

新たな公共
施設マネジ
メント計画
を策定し、
公共施設の
持続可能な
運営および
最適化に向
けた、個別
施設ごとの
事業目標設
定

― ― ―
R8設定
予定

4,700

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 保健福祉局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅰ「稼げるまち」の実現

介護離職の減少に向けた
介護サービスの充実

1
先進的介護
「北九州モデ
ル」推進事業

　介護現場の働き方改革
を推進するため、ICT・介
護ロボット等を活用した
業務改善手法「北九州モ
デル」の市内介護施設へ
の普及を図り、先進的介
護の実効性を高める。

先進
的介
護シ
ステ
ム推
進室

介護ロボッ
ト等導入施
設数

R4 117件 ― 200 件 21,370

多様な人材（高年齢者、
外国人）の活用による人
材確保

2
外国人介護人
材育成支援

　外国人介護人材の介護
福祉士の資格取得を支援
し、介護の質の向上を図
るとともに、介護分野へ
の外国人の就労・定着を
促進する。

介護
保険
課

介護福祉士
合格率

― ― ― 40.0 ％ 2,300

市内企業における「健康
経営」の意識の拡大

3

働く世代の健
康づくり推進
事業（地域・
職域連携の推
進）

　就労世代の健康づくり
や事業所における健康経
営を推進するため、「地
域保健」と「職域保健」
を推進する団体で設置し
た会議において、市域の
健康課題やそれぞれの取
組を共有し、効果的・効
率的な官民協働の取組を
進める。

健康
推進
課

健康経営を
推進する市
内企業等の
増加

R5
1,464
事業所

R5～R9年
度までの
目標：
2,300
事業所

2,000
（R5～
R8まで

の累
計）

事業
所

6,000

Ⅱ「彩りあるまち」の実現

彩りある文化・芸術によ
るにぎわいの推進

4
障害者文化芸
術活動等推進
事業

　障害者の文化芸術活動
の振興を図るため、作品
展等障害者の文化芸術活
動の発表の場を設けると
ともに、障害者の創意意
欲を助長するための必要
な支援を行う。
　また、とかく家に閉じ
こもりがちでサービスを
受ける立場になりがちな
障害者が、地域社会へ一
歩踏み出し、社会の一員
として自立するためのさ
まざまな支援事業を行
う。

障害
福祉
企画
課

障害者芸術
祭への作品
出展数

R5 268点 ― 290 点
障害者芸術
祭来場者数

R5 1,200人 ― 1,200 人 8,355

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 保健福祉局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

スポーツによるにぎわい
づくり

5
障害者スポー
ツ振興事業

　スポーツを通じて障害
のある人の体力の維持・
向上や、機能回復等を図
るとともに、社会参加を
促進するため、市内の障
害者スポーツ大会開催、
障害者のためのスポーツ
教室や水泳教室の開催に
必要な支援を行う。

障害
福祉
企画
課

障害者ス
ポーツ教室
参加者数

R5 1,033人 ― 1,100 人

障害者ス
ポーツ教室
新規参加者
数

R5 233人 ― 250 人 53,791

Ⅲ「安らぐまち」の実現

人権文化のまちづくり 6
市民への人権
啓発の推進

　「人権文化のまちづく
り」の実現に向けて、
様々な手法を活用し、幅
広く市民への人権啓発を
推進する。

人権
文化
推進
課

「人権尊重
意識の5～6
年前との比
較で高まっ
ている」と
回答した割
合（人権問
題に関する
市民意識調
査:5年毎）

R7
R8.3月
頃設定
予定

R12年度
までの
目標：

R8.3月頃
設定予定

単年度
目標設
定なし

73,961

7
生活支援体制
整備事業

　地域福祉活動の基盤を
整備するため、地域支援
コーディネーターを各区
に配置することなどによ
り、住民主体による地域
の支え合い活動の計画づ
くりを支援する。
　地域特有の課題と資源
を踏まえ、助け合い活
動、買い物支援、高齢者
サロン等の新たな社会
サービスの創出を図る。

地域
福祉
推進
課

小地域福祉
活動計画の
策定校(地)
区数

R4 95箇所 ― 155 箇所 110,568

8
地域包括支援
センターの運
営

　地域包括ケアシステム
の構築を進めるため、総
合相談や権利擁護、包括
的支援、介護予防ケアマ
ネジメント等の機能を担
う、市内24の地域包括支
援センターと、7の統括支
援センターを設置、運営
する。

地域
福祉
推進
課

地域包括支
援センター
の認知度
（北九州市
高齢者等実
態調査：3
年毎）

R4 47.1% ―
R4年度
比増加

669,222

地域包括ケアシステムの
深化・推進



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 保健福祉局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

9

地域リハビリ
テーション支
援体制推進事
業

　高齢者や障害のある
人、その家族が住み慣れ
たところでその人らしく
いきいきとした生活がで
きるよう、地域リハビリ
テーション支援拠点を設
置するとともに、医療機
関や介護サービス事業所
等の協力を得て、身近な
地域でリハビリテーショ
ンに関する相談や支援が
受けられる体制を構築す
る。

地域
リハ
ビリ
テー
ショ
ン推
進課

支援セン
ターへの相
談件数

R5 403件

R8年度
までの
目標：
600件

600 件

地域ケア個
別会議や高
齢者サロン
等の地域活
動の回数

R4 247回

R8年度
までの
目標：
600回

600 回 39,000

10

介護実習・普
及センター
（テクノケア
北九州）運営
事業関連

　福祉用具及び介護テク
ノロジー機器の展示、専
門相談支援、情報発信を
行うとともに、市民・支
援者に対する介護実習や
研修を実施する。

地域
リハ
ビリ
テー
ショ
ン推
進課

利用者満足
度（指定管
理者による
利用者アン
ケート：毎
年度）

R5 99.0% ― 100.0 ％ 66,508

11

　「テクノケ
ア北九州」介
護テクノロ
ジー普及・啓
発促進事業

　「テクノケア北九州」
を拠点に、大学・企業・
行政等、官民連携のも
と、テクノロジーを活用
した在宅生活モデル実証
（モニタリング）を行
い、テクノロジーを通じ
た新しい在宅生活のあり
方を提案するとともに、
地域における介護テクノ
ロジーの理解促進と利用
拡大を図る。

地域
リハ
ビリ
テー
ショ
ン推
進課

介護テクノ
ロジーに関
する市民・
支援者の認
知度（高齢
者等実態調
査：3年
毎）

― ―

R10年度
までの
目標：
50.0％

50.0 ％ 17,000

12
認知症にやさ
しいまちづく
り事業

　認知症の人やその家族
が住み慣れた地域で安心
して暮らせるまちづくり
を推進する。

認知
症支
援・
介護
予防
課

認知症と聞
いて、家族
に迷惑をか
けそうで心
配である人
の割合（北
九州市高齢
者等実態調
査：3年
毎）

R4 53.9% ―
R4年度
比減少

認知症に
なっても自
宅で生活を
続けられる
か心配であ
る人の割合
（北九州市
高齢者等実
態調査：3
年毎）

R4 42.2% ―
R4年度
比減少

59,711



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 保健福祉局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

13
在宅医療の普
及促進

　患者の希望に沿った在
宅医療サービスの提供が
なされるよう、在宅医療
の環境整備を推進する。

地域
医療
課

在宅療養支
援病院・診
療所数

R5 191か所

R8年度
までの
目標：

R5年度比
増

R5年度
比増

101,000

14
包括的な支援
体制の構築

　単身高齢者などの支援
を必要としている人が社
会的に孤立しないよう、
住民、企業、行政等の地
域全体で見守りを行う
「いのちをつなぐネット
ワーク」を推進する。

地域
福祉
推進
課

いのちをつ
なぐネット
ワーク協力
会員の団体
数の増加

R7
R7年度
実績値

―
前年度
比増

49,923

15
福祉ボラン
ティア活動の
推進

　北九州市社会福祉協議
会が行うボランティアの
活動推進事業に対する補
助事業。
　ボランティア・市民活
動センターにおいて、目
的や対象に応じた講座の
実施や、ボランティア
コーディネート、ボラン
ティア団体の活動支援、
関係機関との連携による
情報収集・発信等を行
う。

地域
福祉
推進
課

ボランティ
アコーディ
ネートの件
数

R4 4,386件 ― 5,100 件 47,605

16
認知症にやさ
しいまちづく
り事業

　認知症の人やその家族
が住み慣れた地域で安心
して暮らせるまちづくり
を推進する。

認知
症支
援・
介護
予防
課

認知症と聞
いて、家族
に迷惑をか
けそうで心
配である人
の割合（北
九州市高齢
者等実態調
査：3年
毎）

R4 53.9% ―
R4年度
比減少

認知症に
なっても自
宅で生活を
続けられる
か心配であ
る人の割合
（北九州市
高齢者等実
態調査：3
年毎）

R4 42.2% ―
R4年度
比減少

59,711

支え合いのネットワーク
づくり（地域共生のまち
づくり）



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 保健福祉局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

17
介護シェアリ
ング都市推進
事業

　北九州市が高齢化大都
市のフロントランナーと
して、介護業界に携わる
関係人口を増やし、あら
ゆるリソースを動員して
介護サービスを支える仕
組みを構築する「介護
シェアリング都市」の実
現を目指し、介護人材確
保に繋がる様々な事業を
展開する。

介護
保険
課

スケッター
参加事業所
数

― ― ― 30
事業
所

18,200

18
先進的介護
「北九州モデ
ル」推進事業

　介護現場の働き方改革
を推進するため、ICT・介
護ロボット等を活用した
業務改善手法「北九州モ
デル」の市内介護施設へ
の普及を図り、先進的介
護の実効性を高める。

先進
的介
護シ
ステ
ム推
進室

介護ロボッ
ト等導入施
設数

R4 117件 ― 200 件 21,370

介護サービスの質・生産
性の向上



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 保健福祉局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

19
救急医療体制
の維持・確保

　夜間や休日における救
急医療体制を維持・確保
する。

地域
医療
課

夜
間・
休日
急患
セン
ター

第２
夜
間・
休日
急患
セン
ター

救急医療体
制の維持

― ― ― ― 1,228,407

20

総合周産期母
子医療セン
ター、小児救
急・小児総合
医療センター
の運営

【総合周産期母子医療セ
ンター（市立医療セン
ター内）】
・出生前から出産後まで
母子に対する専門的な医
療を24時間体制で提供す
る。
【小児救急・小児総合医
療センター（市立八幡病
院に併設）】
・1次（初療）から3次
（重篤）までの救急医療
を24時間体制で提供す
る。

地域
医療
課

医療体制の
確保・充実

― ― ― ― 1,229,017

21
在宅医療の普
及促進

　患者の希望に沿った在
宅医療サービスの提供が
なされるよう、地域の専
門職の参画促進や訪問看
護の充実強化等、在宅医
療の環境整備を推進す
る。

地域
医療
課

在宅療養支
援病院・診
療所数

R5 191か所

R8年度
までの
目標：

R5年度比
増

R5年度
比増

101,000

22
精神保健夜間
休日救急体制
の整備・確保

　夜間・休日の精神医療
相談窓口を設置し、精神
障害のある人及び家族等
からの相談に対応する。
　福岡県と政令市（福岡
市、北九州市）が共同で
夜間・休日の精神科緊
急・救急医療体制（24時
間365日）を整備する。

精神
保
健・
地域
移行
推進
課

精神障害の
ある人及び
家族等から
の相談に対
する問題解
決率（適切
な情報提供
及び助言）
95％以上

R5 94.0% ― 95.0 ％ 34,312

医療提供体制の維持・確
保、在宅医療の普及・促
進



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 保健福祉局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

23

働く世代の健
康づくり推進
事業（地域・
職域連携の推
進）

　就労世代の健康づくり
や事業所における健康経
営を推進するため、「地
域保健」と「職域保健」
を推進する団体で設置し
た会議において、市域の
健康課題やそれぞれの取
組を共有し、効果的・効
率的な官民協働の取組を
進める。

健康
推進
課

健康経営を
推進する市
内企業等の
増加

R5
1,464
事業所

R5～R9年
度までの
目標：
2,300
事業所

2,000
(R5～R8
までの
累計)

事業
所

6,000

24
各種健診（検
診）の実施

　生活習慣病の予防等の
ため、特定健診やがん検
診等の実施、及び各種健
診（検診）の受診促進を
行う。

健康
推進
課

メタボリッ
クシンド
ロームの該
当者及び予
備群の減少
（実績11月
頃公表）

R4 34.9%

R11年度
までの
目標：
32.8％

33.9 ％

がんの年齢
調整死亡率
（10万人あ
たり）の減
少

R2

男性：
444.7
女性：
205.2

R2年度比
減少

※国が国
勢調査年毎
に算出する
R7年齢調整

死亡率
（R10公表
予定）を基
に本市目標
値を算出

単年度
目標設
定なし

1,289,218

25
オーラルヘル
スの推進

　歯科疾患の予防等のた
め、生涯を通じた歯科健
（検）診等を実施する。

健康
推進
課

3歳児でむ
し歯のない
者の割合の
増加

R4 87.7%

R9年度
までの
目標：
92.0％

91.2 ％

かかりつけ
歯科医がい
る者の割合
の増加（40
～64歳）

R4 69.0%

R10年度
までの
目標：
74.0％

単年度
目標設
定なし

103,709

健康寿命の延伸・健康格
差の縮小



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 保健福祉局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

26
地域介護予防
活動実践者支
援事業

　介護予防ツール（きた
きゅう体操・ひまわり太
極拳・公園健康遊具）の
普及や介護予防リーダー
の養成・支援を通して、
高齢者や障害者等が身近
な地域で年代を超えて取
り組める介護予防活動の
地域展開を図る。

認知
症支
援・
介護
予防
課

通いの場に
参加した人
の割合（介
護予防・日
常生活圏域
ニーズ調
査：3年
毎）

R4 19.3% ― 23.0 ％ 26,691

27
高齢者地域人
材育成の推進

　年長者研修大学校（周
望学舎・穴生学舎）及び
北九州穴生ドーム、並び
に生涯現役夢追塾の運営
や、高齢者の社会参加を
促進する情報の総合的な
収集・提供、マッチン
グ、相談対応を行う「い
きがい活動ステーショ
ン」の運営などを通し
て、地域で活躍する高齢
者人材を育む。
　あわせて、既存事業の
あり方を見直し、地域活
動・就業・生涯学習の推
進など横断的な生涯現役
応援の仕組みづくりに着
手する。

長寿
社会
対策
課

地域活動に
ついて、
「行ってい
る」と回答
した人の割
合の増加
（年長大利
用者アン
ケート：毎
年度）

R5 42.0%

R8年度
までの
目標：
46.0％

46.0 ％ 227,967

高齢者の社会参加の推進



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 保健福祉局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

28
障害者文化芸
術活動等推進
事業

　障害者の文化芸術活動
の振興を図るため、作品
展等障害者の文化芸術活
動の発表の場を設けると
ともに、障害者の創意意
欲を助長するための必要
な支援を行う。
　また、とかく家に閉じ
こもりがちでサービスを
受ける立場になりがちな
障害者が、地域社会へ一
歩踏み出し、社会の一員
として自立するためのさ
まざまな支援事業を行
う。

障害
福祉
企画
課

障害者芸術
祭への作品
出展数

R5 268点 ― 290 点
障害者芸術
祭来場者数

R5 1,200人 ― 1,200 人 8,355

29
障害者スポー
ツ振興事業

　スポーツを通じて障害
のある人の体力の維持・
向上や、機能回復等を図
るとともに、社会参加を
促進するため、市内の障
害者スポーツ大会開催、
障害者のためのスポーツ
教室や水泳教室の開催に
必要な支援を行う。

障害
福祉
企画
課

障害者ス
ポーツ教室
参加者数

R5 1,033人 ― 1,100 人

障害者ス
ポーツ教室
新規参加者
数

R5 233人 ― 250 人 53,791

障害のある人の社会参加
の推進



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 子ども家庭局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅰ「稼げるまち」の実現

1 病児保育事業

　多様な保育ニーズに対
応するため、家庭での保
育が困難な病気中・病気
の回復期にある児童を一
時的に預かる病児保育事
業を実施する。

こど
も施
設企
画課

事業を利用
する児童数
の維持

R7
R7年度
実績値

―
R7年度
水準維
持

331,440

2
特別保育事業
補助

　多様な保育ニーズに対
応するため、民間保育所
の延長保育、一時保育、
障害児保育等の特別保育
事業を実施する。

こど
も施
設企
画課

延長保育を
実施する施
設割合の維
持

R7
R7年度
実績値

―
R7年度
水準維
持

一時保育を
実施する施
設割合の維
持

R7
R7年度
実績値

―
R7年度
水準維
持

524,196

3
第2子以降の保
育料完全無償
化

　多子世帯の子育てを支
援するため、第2子以降の
保育料の完全無償化を実
施する。

こど
も施
設企
画課

子育ての悩
みのうち
「子育ての
経済的な負
担が大き
い」割合の
減少（子ど
も家庭局実
施の市民ア
ンケート:
毎年度）

R5 26.2%

R10年度
までの
目標：

R5年度比
減少

単年度
目標設
定なし

1,016,357

4
子育て短期支
援事業

　保護者の疾病その他の
理由により家庭において
児童を養育することが一
時的に困難になった場合
等に、児童養護施設その
他の保護を適切に行うこ
とができる施設等におい
て、一定期間、養育・保
護を行う。

子育
て支
援課

利用実績
1,000人日
／年の維持

R5
1,000人
日／年

― 1,000
人日
／年

22,560

5

放課後児童ク
ラブの長期休
暇等利用者支
援事業

　長期休暇期間中等にお
ける保護者の負担を軽減
するため、午前8時以前か
らの受入れを促進すると
ともに、期間中における
昼食提供の支援を全市に
拡大する。

こど
も若
者成
育課

放課後児童
クラブに対
する満足度
の向上（開
所日、開所
時間）（子
ども家庭局
実施の市民
アンケー
ト:毎年
度）

R6 69.0%

R11年度
までの
目標：

R6年度比
向上

単年度
目標設
定なし

18,310

働く親への子育て支援強
化（保育サービス、放課
後児童クラブ、病児保
育）

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 子ども家庭局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

Ⅱ「彩りあるまち」の実現

7
こどもまんな
かcity推進事
業

　こどもの視点・考えを
大切に、こどもを社会を
構成する存在として尊重
することができる「こど
もまんなかcity」を目指
し、社会全体でこどもや
子育てを応援する気運を
醸成するための事業を実
施する。

総務
企画
課

「子育てし
やすいまち
だと思う」
子育て当事
者の割合の
増加（子ど
も家庭局実
施の市民ア
ンケート:
毎年度）

R6 88.9%

R11年度
までの
目標：

R6年度比
増加

単年度
目標設
定なし

5,057

8
子育てに関す
る情報提供の
充実

　子育て中の人が、子ど
もの成長に応じた情報を
タイムリーに、かつ手軽
に入手できるよう、情報
誌「北九州市こそだて情
報」を発行するなど、こ
ども・子育てに関する情
報の提供を行い、北九州
市の子育て環境の魅力を
PRする。

総務
企画
課

「北九州市
こそだて情
報」の認知
度（子ども
家庭局実施
の市民アン
ケート:毎
年度）

― ― ― 65.0 ％

「子育てし
やすいまち
だと思う」
就学前児童
保護者の割
合の増加
（子ども家
庭局実施の
市民アン
ケート：毎
年度）

R6 91.1%

R11年度
までの
目標：

R6年度比
増加

単年度
目標設
定なし

5,155

9
二十歳の記念
式典経費

　20歳に達した青年を祝
い励ますとともに、大人
としての自覚を促すた
め、市民・民間・行政が
一体となって、式典を実
施する。

こど
も若
者成
育課

式典参加者
の満足度の
向上
（参加者ア
ンケート：
毎年度）

R7 97.0% ―
R7年度
比向上

17,000

41,496
支援活動件
数の増加

子育
て支
援課

　提供会員（支援してく
ださる方）の報酬額を市
で負担し、依頼会員（支
援してほしい方）の負担
を軽減する。
　また、引き続き協力団
体に預かり場所を提供し
てもらい、預かり場所で
の活動を支援する。
　タクシー送迎支援につ
いては、令和6年度のモデ
ル実施から令和7年度より
送迎支援を市内全域へ拡
大する。
　さらに、育休復帰後1年
目の会員について、利用
料金の無償化等、利用し
やすい仕組みを構築す
る。

R7年度
比増

―
R7年度
実績値

R7

こどもまんなかcityの推
進による都市イメージの
向上

働く親への子育て支援強
化（シン・子育てファミ
リー・サポート事業）

6
シン・子育て
ファミリー・
サポート事業



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 子ども家庭局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

Ⅲ「安らぐまち」の実現

10 母子健康診査

　母子保健法に基づき、
妊婦や乳幼児の疾病また
は異常の早期発見及び疾
病や障害の予防、悪化防
止を図り、健康を保持増
進させるため、妊婦、乳
幼児の健康診査等を実施
する。

子育
て支
援課

妊婦健診受
診率

R7
R7年度
実績値

―
R7年度
水準維
持

3歳児健診
受診率

R7
R7年度
実績値

―
R7年度
水準維
持

747,387

12
一時預かり事
業

　私立幼稚園等の教育時
間の前後や長期休業日等
に行う預かり保育に要す
る費用を助成する。
　あわせて、保育を必要
とする2歳児の定期的な受
け入れに要する費用を助
成する。

こど
も施
設企
画課

事業（幼稚
園型）を利
用する児童
数の維持

R7
R7年度
実績値

―
R7年度
水準維
持

211,000

13
のびのび赤
ちゃん訪問事
業

　生後4か月までの乳児が
いるすべての家庭を訪問
し、子育て情報の提供を
行うとともに、支援が必
要な家庭に対して適切な
指導や支援、サービスの
提供につなぐ。

子育
て支
援課

生後4か月
までの乳児
家庭全戸訪
問の実施率
の維持

R7
R7年度
実績値

―
R7年度
水準維
持

47,396

100.0 ％R7
R7年度
実績値

―
R7年度
水準維
持

産後ケア利
用延べ回数
の維持

164,865

1か月健診
および新生
児マススク
リーニング
検査の受診
率（検）
100％

R7
R7年度
実績値

―

妊娠～出産～子育てまで
一貫した支援（子どもを
生み育てたい環境づく
り）

11
育ちのはじま
りサポート事
業

　妊娠・出産・産後の時
期を健やかに過ごし、母
子の健康が確保されるよ
うに、産後ケアや産婦健
康診査等、妊娠期、出産
期、産後期の切れ目ない
支援体制を構築するとと
もに、関係機関との連携
を促進する。
　また、妊産婦の不安や
負担軽減を図るため、市
内産科・小児科等医療機
関を連携し、新たに「1か
月児健康診査」を開始す
るとともに、新生児期に
行う検査への助成の拡大
を図ることによって、安
心して安全に出産及び産
後を過ごすことができる
よう支援体制を構築す
る。

子育
て支
援課



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 子ども家庭局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

14
乳児等通園支
援事業

　全てのこどもの育ちを
応援するとともに、全て
の子育て家庭に対して、
多様な働き方やライフス
タイルにかかわらない形
での支援を強化するた
め、保護者の就労有無を
問わず利用できる「こど
も誰でも通園制度」を実
施する。

こど
も施
設企
画課

事業を利用
するこども
の増加

R7
R7年度
実績値

―
R7年度
比増加

57,594

16
第2子以降の保
育料完全無償
化

　多子世帯の子育てを支
援するため、第2子以降の
保育料の完全無償化を実
施する。

こど
も施
設企
画課

子育ての悩
みのうち
「子育ての
経済的な負
担が大き
い」と回答
した割合の
減少（子ど
も家庭局実
施の市民ア
ンケート：
毎年度）

R5 26.2%

R10年度
までの
目標：

R5年度比
減少

単年度
目標設
定なし

1,016,357

17
保育人材育
成・保育士等
の確保

　総合的に保育人材を育
成し、保育現場の業務負
担を軽減するため、子育
て支援員研修等を実施す
るとともに、基準保育士
数を上回って雇用した保
育士や保育補助者を雇用
する費用を補助し、保育
現場の環境改善を図る。

こど
も施
設企
画課

保育補助者
雇上人数

R7
R7年度
実績値

― 30 人 147,830

41,496

幼児教育・保育の環境整
備の推進

15
シン・子育て
ファミリー・
サポート事業

　提供会員（支援してく
ださる方）の報酬額を市
で負担し、依頼会員（支
援してほしい方）の負担
を軽減する。
　また、引き続き協力団
体に預かり場所を提供し
てもらい、預かり場所で
の活動を支援する。
　タクシー送迎支援につ
いては、令和6年度のモデ
ル実施から令和7年度より
送迎支援を市内全域へ拡
大する。
　さらに、育休復帰後1年
目の会員について、利用
料金の無償化等、利用し
やすい仕組みを構築す
る。

子育
て支
援課

支援活動件
数の増加

R7
R7年度
実績値

―
R7年度
比増



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 子ども家庭局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

こどもまんなか社会の意
識醸成

18
こどもまんな
かcity推進事
業

　こどもの視点・考えを
大切に、こどもを社会を
構成する存在として尊重
することができる「こど
もまんなかcity」を目指
し、社会全体でこどもや
子育てを応援する気運を
醸成するための事業を実
施する。

総務
企画
課

「子育てし
やすいまち
だと思う」
子育て当事
者の割合の
増加（子ど
も家庭局実
施の市民ア
ンケート:
毎年度）

R6 88.9%

R11年度
までの
目標：

R6年度比
増加

単年度
目標設
定なし

5,057

19
子ども食堂開
設支援事業

　地域のニーズに沿った
持続可能な子ども食堂の
取組を支援するため、新
規開設時や年間の運営に
掛かる費用を補助し、地
域や企業、各団体、学校
などと連携を深めながら
子ども食堂の取組を推進
するもの。
　また、子ども食堂が安
全安心に運営されるため
の研修会等を実施すると
ともに、子ども食堂や子
ども食堂ネットワーク北
九州の運営に必要な支援
を実施する。

こど
も若
者成
育課

子ども食堂
開設継続率

R7
R7年度
実績値

―

対前年
度比

90.0％
以上

10,308

20
プレーパーク
普及促進事業

　こどもの健全育成に資
する外遊びの場を市内の
各地域に広げるため、こ
どもの外遊びや体験の充
実を活動目的とする中間
支援組織と連携して、地
域住民等が主体となって
開催するプレーパークの
活動を支援する。

こど
も若
者成
育課

プレーパー
ク参加者数
（大人・子
ども：延人
数）の増加

R7

大人
340人
子ども
693人
延べ

1,033人

―
R7年度
比増加

3,400

21
放課後児童ク
ラブ運営費

　希望するすべての児童
に対し、適切な遊び及び
生活の場を与えて、児童
の健全な育成を図るた
め、放課後児童クラブを
運営する。

こど
も若
者成
育課

放課後児童
クラブに対
する満足度
の向上（開
所日、開所
時間）（子
ども家庭局
実施の市民
アンケー
ト：毎年
度）

R6 69.0%

R11年度
までの
目標：

R6年度比
向上

単年度
目標設
定なし

2,544,829

子どもの居場所づくり



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 環境局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅰ「稼げるまち」の実現

1
水素拠点化推
進事業

　市内で水素の利活用を
検討する事業者に対し
て、検討フェーズごとの
支援を行い投資を促進す
ることで水素拠点形成を
推進し、地元企業の脱炭
素化と国際競争力強化、
市内への新たな産業集積
につなげるとともに、市
内外へ水素拠点化の取組
を発信する。

グ
リー
ン成
長推
進課

水素拠点の
形成

R5 0拠点

R12年度
までの
目標：
1拠点

国支援
制度へ
の採択
1件

22,000

2

市内事業者等
への再エネ
100％北九州モ
デル普及推進
事業

　令和5年4月に採択され
た国の再エネ交付金を活
用し、市内事業者等が第
三者所有方式による太陽
光発電設備、高効率空調
設備の導入を行う場合の
費用の一部を補助する事
業を実施し、市域のCO2排
出量の削減につなげる。

再生
可能
エネ
ル
ギー
導入
推進
課

再生可能エ
ネルギー導
入量の増加
（事務事業
番号2～4と
の合同評
価）

R2 436,000kw

R12年度
までの
目標：
1,400,
000kw

703,371 kw 53,600

3

脱炭素社会の
実現に向けた
再エネ100％北
九州モデル推
進事業

　令和4年4月に国から選
定された脱炭素先行地域
の取組として、第三者所
有方式による太陽光発電
設備、高効率空調設備を
公共施設等に導入し、市
域の脱炭素化を行う。
　また、脱炭素先行地域
の共同提案者である北九
州連携中枢都市圏域の自
治体の脱炭素に向けた側
面的支援を行う。

再生
可能
エネ
ル
ギー
導入
推進
課

再生可能エ
ネルギー導
入量の増加
（事務事業
番号2～4と
の合同評
価）

R2 436,000kw

R12年度
までの
目標：
1,400,
000kw

703,371 kw 565,163

4
ペロブスカイ
ト太陽電池導
入拡大事業

　軽量・柔軟などの特徴
を有するペロブスカイト
太陽電池について、これ
まで太陽電池が設置困難
であった場所（公共施設
等）に設置を進め、再エ
ネの導入拡大を積極的に
推進する。

再生
可能
エネ
ル
ギー
導入
推進
課

再生可能エ
ネルギー導
入量の増加
（事務事業
番号2～4と
の合同評
価）

R2 436,000kw

R12年度
までの
目標：
1,400,
000kw

703,371 kW 79,500

R8目標値 R8目標値
予算額

（千円）

再生可能エネルギーや水
素拠点化を通じた市内企
業の成長と産業集積

担
当
課

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 環境局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値
予算額

（千円）

担
当
課

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

5
北九州市風力
発電人材育成
事業

　風力発電関連産業の総
合拠点として、その機能
を十分に発揮するには、
人材の「育成」と「確
保」が必要である。
　このため、「北九州市
洋上風力キャンプ」を実
施し、市内外の学生等の
関心を高め育成を図ると
ともに、「北九州市風力
発電人材育成連絡会」を
通じた産学官の連携によ
る人材の育成・確保に引
き続き積極的に取り組
む。

環境
学習
課

洋上風力発
電関連産業
が就職候補
先となり得
ると回答し
た割合（大
学生）（研
修等に参加
した学生へ
のアンケー
ト結果：毎
年度）

R6 81.0%

R12年度
までの
目標：
90.0％

単年度
目標設
定なし

洋上風力発
電関連産業
が就職候補
先となり得
ると回答し
た割合（高
校生）（研
修等に参加
した学生へ
のアンケー
ト結果：毎
年度）

R6 51.7%

R12年度
までの
目標：
60.0％

単年度
目標設
定なし

19,350

6
環境未来ビジ
ネス創出助成
事業

　新規性、独自性、実現
性の高い環境技術の研究
及びビジネス創出に要す
る費用の一部助成によ
り、市内中小企業等に技
術開発等の機会を提供
し、事業化への支援を行
う。

サー
キュ
ラー
エコ
ノ
ミー
推進
課

サーキュ
ラーエコノ
ミー関連市
内投資額
（事務事業
番号6～7と
の合同評
価）

R4
10億円/

年

R12年度
までの
目標：
30億円/

年

単年度
目標設
定なし

42,000

7

サーキュラー
エコノミー基
盤形成促進事
業

　本市の環境産業を世界
経済の潮流であるサー
キュラーエコノミー（循
環経済）に対応させるこ
とで、関連企業の集積や
新たな投資につなげるた
めに、資源循環に取り組
む企業や大学との連携に
よる事業化検討、次世代
型リサイクル技術実証等
を行う。

サー
キュ
ラー
エコ
ノ
ミー
推進
課

サーキュ
ラーエコノ
ミー関連市
内投資額
（事務事業
番号6～7と
の合同評
価）

R4
10億円/

年

R12年度
までの
目標：
30億円/

年

単年度
目標設
定なし

11,700

8
サーキュラー
エコノミー基
盤構築事業

　産業廃棄物の埋立量削
減や排出抑制を目指すと
ともに、サーキュラーエ
コノミーへの移行に向け
た基盤を構築するため、
再生利用に資する処理施
設の導入に加え、産業廃
棄物の脱炭素化の取組
等、動静脈企業の連携を
支援する。

産業
廃棄
物対
策課

産業廃棄物
の最終処分
量の削減

H30 203,000t

R12年度
までの
目標：

185,000t

単年度
目標設
定なし

23,532

北九州エコタウンを中心
としたサーキュラーエコ
ノミーの推進による企業
の競争力強化と新たな環
境産業の集積



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 環境局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値
予算額

（千円）

担
当
課

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

アジア・グリーン共創ハ
ブの推進

9
アジア・グ
リーン共創ハ
ブ推進事業

　環境国際協力や環境国
際ビジネスの結節点とな
る「アジア・グリーン共
創ハブ」を目指すため、
国内外の環境関連企業や
国際機関等とビジネス面
で接点を強化し、企業の
技術・製品・サービスの
輸出に加え、対日投資を
含めた取組を展開する。

環境
国際
戦略
課

環境国際ビ
ジネス参入
企業数及び
案件額
（H22年度
からの累
計）

R4
30社

約100
億円

R12年度
までの
目標：

50社程度
約500
億円

単年度
目標設
定なし

34,300

Ⅱ「彩りあるまち」の実現

都市ブランドの確立（ポ
ジティブな情報発信によ
る北九州市のイメージ
アップ）

10

環境配慮型ラ
イフスタイル
への転換に向
けた広報啓発
事業

　市民に対し、自発的な
環境配慮行動の実践に繋
げ、環境配慮型ライフス
タイルへの行動変容を促
進するため、各人の行動
実施をポイントにより見
える化できる「ていたん
ポイント（市公式LINEと
連携予定）」をプラット
フォームとして活用し、
環境局全体で連携して一
元的に環境配慮行動の習
慣（継続）化を図る仕掛
けを展開する。

グ
リー
ン成
長推
進課

ていたんポ
イント利用
者数（行動
変容者数）

― ― ― 1,000 人 10,000

ネイチャーポジティブの
推進

11
生物多様性戦
略推進事業

　産学官民が連携した
「北九州ネイチャーポジ
ティブネットワーク」を
活用したプロジェクトの
推進や、ポータルサイト
等を活用した市民・企業
等への情報発信・普及啓
発を通じて、北九州市生
物多様性戦略の推進を図
る。
　また、自然環境の現状
把握と保全活動の支援等
に取り組み、生物多様性
を大切にする価値観の形
成を図る。

ネイ
チャ
ーポ
ジ
ティ
ブ推
進課

生物多様性
に関する市
民の認知度
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R7 実績値

R12年度
までの
目標：
60.0％

対前年
度比増

生物多様性
保全につな
がる活動へ
の参加率
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R7 実績値

R12年度
までの
目標：
50.0％

対前年
度比増

36,075



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 環境局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値
予算額

（千円）

担
当
課

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

Ⅲ「安らぐまち」の実現

12
エコ・アップ
デート推進事
業

　第2期北九州市循環型社
会形成推進基本計画に掲
げるリサイクル率の目標
達成に向けて、市民に分
別が十分に浸透していな
い廃食用油、プラスチッ
クごみなどについて、回
収拠点の増加や市民向け
のPRなど、集中的にリサ
イクル策を強化する。

循環
社会
推進
課

市民１人一
日あたりの
家庭ごみ量

R1 468g

R12年度
までの
目標：
420ｇ以

下

単年度
目標設
定なし

一般廃棄物
のリサイク
ル率の増加

R1 28.0%

R12年度
までの
目標：
32.0％

単年度
目標設
定なし

21,500

13
事業系ごみ対
策強化事業

　令和6年度に実施した事
業系ごみの組成調査結果
をもとに、業種に応じた
啓発物を作成するなど、
効果的なごみ削減・リサ
イクルの誘導を図るとと
もに、後を絶たない焼却
工場への不適物の搬入や
無許可疑いの業者による
搬入などへの検査体制の
強化を行う。

循環
社会
推進
課

事業系ごみ
量（市の施
設で処理し
た量）の減
少

R4 162,292t

R12年度
までの
目標：
129,833

ｔ
（基準値
から

20.0％
減）

単年度
目標設
定なし

一般廃棄物
のリサイク
ル率の増加

R1 28.0%

R12年度
までの
目標：
32.0％

単年度
目標設
定なし

25,240

14

ごみステー
ション対策グ
レードアップ
事業

　市民が「管理しやすい
ごみステーション」を目
指し、民間の力も活用し
ながら、折り畳み式容器
の普及促進、地域のごみ
ステーション管理に対す
る支援の充実を図り、ご
みステーション散乱防止
対策に取り組む。

業務
課

散乱ごみス
テーション
数

R7 213件

R11年度
までの
目標：
0件

160
（R7調
査比▲
25.0％)

件 56,000

持続可能な循環型社会の
構築



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 産業経済局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅰ「稼げるまち」の実現

産業用地の創出・確保 1

地域未来投資
促進法を活用
した産業用地
整備推進事業

　製造業等の企業誘致を
推進するため、高速道路
インターチェンジや幹線
道路に近いなど、産業用
地として競争力が高い地
区について、地域未来投
資促進法の活用等による
民間開発を促進し、産業
用地の整備を推進する。

企業
誘致
課

地域未来投
資促進法を
活用した産
業用地創出
面積

～R7 0ha

R10年度
までの
目標：
20ha

単年度
目標設
定なし

4,300

2

企業変革・ス
タートアッ
プ・グロース
サポート事業

　市内スタートアップの
成長加速化を促進する
「成長支援プログラム」
と、スタートアップによ
る行政課題解決や市内企
業との協業を促進する
「イノベーション支援プ
ログラム」によって、ス
タートアップに対し資金
支援・伴走支援を実施す
る。
　また、北九州市の様々
な課題とスタートアップ
をマッチングし、解決す
る北九州イノベーション
ゲートを運用する。

ス
ター
ト
アッ
プ推
進課

支援先ス
タートアッ
プの新規雇
用人数（市
内）

― ― ― 10 人 67,404

3
スタートアッ
プ起業家育成
サポート事業

　学生を対象とした起業
家を育成する体験プログ
ラムを実施し、北九州市
内でのスタートアップ創
出に取り組む。

ス
ター
ト
アッ
プ推
進課

起業に関心
を持った生
徒の割合

R5 60.0% ― 70.0 ％ 4,000

4
得意を活か
す！シニアの
起業応援事業

　シニアが有する経験・
スキル・人間力を起業に
より地域に再投資するこ
とを目的に、シニアを対
象とした起業塾を開催す
る。

ス
ター
ト
アッ
プ推
進課

起業塾参加
者数

― ― ― 40 人
シニアの起
業数

― ― ― 5 社 3,000

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

スタートアップの創出・
成長（社会課題解決に資
する企業の育成・支援）



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 産業経済局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

5

北九州テレ
ワークセン
ター管理運営
事業

　創業支援の中核施設と
して、資金の乏しい創業
期の企業に安価な小規模
オフィスやコワーキング
スペースを提供するとと
もに、創業相談や事業拡
大支援、起業家や起業を
目指す方の交流、各種セ
ミナーなどを実施し、北
九州市の創業シーンの活
性化を目指す。

ス
ター
ト
アッ
プ推
進課

施設入居率 R5 97.0% ― 95.0 ％ 102,180

6
スタートアッ
プ成長支援
ファンド事業

　スタートアップの資金
調達ニーズに対応するた
め、ファンドへの出資
や、ファンドを運営する
ベンチャーキャピタル等
と連携したハンズオン支
援により、北九州市のス
タートアップ等への成長
支援を実施する。

ス
ター
ト
アッ
プ推
進課

投資先ス
タートアッ
プの新規雇
用人数（市
内）

R7 0社 ― 1 社 0

7

スタートアッ
プ公共調達フ
ルコミット事
業

　高度かつ独自の技術を
有するスタートアップと
の随意契約を可能とし事
業費を確保することで、
公共調達を一気通貫で支
援し、北九州市がスター
トアップの初期顧客とな
ることにより、行政課題
の解決や市民サービスの
向上、スタートアップの
成長を促進する。

ス
ター
ト
アッ
プ推
進課

本事業を活
用した公表
調達件数

R7 0件 ― 1 件 5,000



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 産業経済局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

8

若者ワークプ
ラザ北九州、
U・Iターン応
援プロジェク
ト運営事業

　概ね40歳までの若年者
及び就職氷河期世代の求
職者を対象に、就業相
談、各種就業関連情報の
提供、セミナー、職場体
験、職業紹介等の実施に
より、若年者の就業支援
を実施する。
　U・Iターン応援プロ
ジェクトでは、市外から
のU・Iターン希望者と市
内企業とのマッチングを
支援し、市外からの人材
還流及び市内企業の人材
不足解消を目指す。

雇
用・
産業
人材
政策
課

就職決定者
数（プラ
ザ）

R5 935人 ― 1,300 人
就職決定者
数（UI）

R5 234人 ― 400 人 118,339

9
学生の地元就
職促進事業

　大学生等対象のイン
ターンシップ等のマッチ
ング支援と、高校生や専
門学校生対象の市内企業
への就職活動に役立つ情
報を発信するイベント等
の支援を行い、就職活動
前から市内外の学生と企
業が出会う機会を広く提
供することで、学生と企
業のミスマッチによる早
期離職を防ぎ、市内企業
の人材確保と若者の市内
定着・還流を目指す。

雇
用・
産業
人材
政策
課

新卒学生の
地元就職率

R4 35.7%

R10年度
までの
目標：
40.0％

37.3 ％ 20,000

10
北九州ゆめみ
らいワーク事
業

　地元企業や大学等の仕
事内容や研究等につい
て、職業体験や社会人、
大学生等との交流を通じ
て、若者のキャリア形成
を支援するとともに、将
来の地元就職につなげ
る。

雇
用・
産業
人材
政策
課

イベントの
感想を「良
かった」
「大変良
かった」と
回答した出
展者の割合
（アンケー
ト：毎年
度）

R5 95.0%

R10年度
までの
目標：
95.0％

95.0 ％

イベントの
感想を「良
かった」
「大変良
かった」と
回答した来
場者の割合
（アンケー
ト：毎年
度）

R5 89.0%

R10年度
までの
目標：
89.0％

89.0 ％ 40,000

11
地域の人事部
支援事業

　働きたい人が主役のま
ちを目指し、求職者に対
するキャリア支援から導
入教育、長期インターン
等の一気通貫によるマッ
チング支援や、コミュニ
ティ形成の場の提供等に
より、人と仕事がめぐり
会い、循環する仕組を構
築することで、人材の確
保と定着を図る。

雇
用・
産業
人材
政策
課

本事業活用
企業の採用
選考に進ん
だ学生数

― ― ― 30 人 56,000

若者と企業とのマッチン
グによる人材確保



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 産業経済局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

女性のキャリア形成支援 12
みらいのわた
し応援事業

　就職を機とした若い女
性の転出や価値観の多様
化が進む中、様々な環境
の女性やロールモデルと
の交流、多様な働き方の
学びなどの一体的支援を
通じて、女性の自分らし
い生き方・働き方の実現
に向けた支援を図る。

雇
用・
産業
人材
政策
課

ウーマン
ワークカ
フェ北九州
就職決定者
数

R5 624人 ― 700 人 9,000

女性が働き続けることが
できる就労環境の整備の
支援

13
ウーマンワー
クカフェ北九
州運営事業

　国・県・市の3者が緊密
に連携し、就職、キャリ
アアップ、創業、子育て
との両立など、女性の職
業生活における活躍をワ
ンストップで総合的に支
援する「ウーマンワーク
カフェ北九州」を運営す
る。

雇
用・
産業
人材
政策
課

ウーマン
ワークカ
フェ北九州
就職決定者
数

R5 624人 ― 700 人 31,316

14
グローバル人
材活躍促進事
業

　市内企業の円滑かつ適
切な外国人材の受け入れ
を促進するために、機運
醸成から就職後の定着支
援までトータルに支援す
るとともに、海外大学等
と連携した幅広い人材獲
得チャネルの開拓を行
う。

雇
用・
産業
人材
政策
課

北九州地域
の外国人労
働者数

R5 9,183人

R11年度
までの
目標：

14,080人

13,180 人 25,550

15
経験を力に変
えるシニア活
躍応援事業

　シニアの希望職種就職
と企業の即戦力確保を支
援し、活力あるまちを目
指す。求職者に対する
キャリア分析やリスキリ
ング、マッチング支援の
強化に加え、企業への意
識改革セミナーや国の助
成金活用支援を通じて全
方位的に支援する。

雇
用・
産業
人材
政策
課

高年齢者就
業支援セン
ター就職決
定者数

R5 1,096人 ― 1,250 人 20,000

16
高年齢者就業
支援センター
運営事業

　元気で働く意欲のある
高年齢者が、豊かな経験
や能力を生かし、生涯現
役でいきいきと働けるよ
うに、就業相談やキャリ
アカウンセリング、資格
取得サポートを実施する
とともに、シニア・ハ
ローワークなど各種支援
機関と連携してワンス
トップで就職支援を行
う。

雇
用・
産業
人材
政策
課

高年齢者就
業支援セン
ター就職決
定者数

R5 1,096人 ― 1,250 人 30,547

多様な人材（高年齢者、
外国人）の活用による人
材確保



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 産業経済局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

17
北九州市産業
振興未来戦略
推進事業

　「稼げるまち」の実現
に向けて、「北九州市産
業振興未来戦略」の実効
性を高めるため、「北九
州市成長戦略会議」にお
けるKPI達成に向けた戦略
全体の進捗管理及び「官
民対話テーブル」におけ
るリーディングプロジェ
クトの推進を図る。

産業
政策
課

市内総生産
4兆円

R2
3.7
兆円

R15年度
までの
目標：
4.0兆円

単年度
目標設
定なし

3,000

18
企業立地促進
補助金

　産業の振興及び雇用の
創出を図るため、一定要
件を満たす投資等に対す
るインセンティブとして
補助金を交付し、市外か
らの企業誘致や市内企業
の工場等の新設・増設を
促進する。

企業
誘致
課

企業誘致に
おける新規
雇用創出数

R元
～R5

累計
4,335人

R6～R10
年度
までの
目標：
累計

5,100人

単年度
目標設
定なし

2,300,000

未来産業の推進（半導体
産業、次世代自動車産
業、宇宙産業）

19

「稼げるま
ち」への原動
力～未来産業
推進事業～

　「稼げるまち」の実現
に向け、北九州学術研究
都市を中心に、フィジカ
ルAIや半導体、宇宙、次
世代自動車などの未来産
業について、市内外の大
学や企業等との連携を加
速し、研究開発や人材育
成、企業競争力の向上に
取り組み、先端企業の集
積や地域産業の高度化、
新ビジネスの創出を図
る。

未来
産業
推進
課

先進企業の
集積

R5 7件

R12年度
までの
目標：
20件

単年度
目標設
定なし

152,483

バックアップ首都構想の
推進
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KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）
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年
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準
度

基
年
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務
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予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

20

「稼げるま
ち」への原動
力～未来産業
推進事業～

　「稼げるまち」の実現
に向け、北九州学術研究
都市を中心に、フィジカ
ルAIや半導体、宇宙、次
世代自動車などの未来産
業について、市内外の大
学や企業等との連携を加
速し、研究開発や人材育
成、企業競争力の向上に
取り組み、先端企業の集
積や地域産業の高度化、
新ビジネスの創出を図
る。

未来
産業
推進
課

先進企業の
集積

R5 7件

R12年度
までの
目標：
20件

単年度
目標設
定なし

152,483

21
学術研究都市
管理運営事業
（指定管理）

　民間等のノウハウを最
大限に生かすことによ
り、利用者の多様なニー
ズに応え、市民サービス
の向上を図り、多様で効
果的な施設運営を図る。

未来
産業
推進
課

産学連携施
設の入居率

R5 64.1% ― 65.0 ％ 784,620

物流拠点化の推進 22
マルチモーダ
ル促進支援事
業

　従来のトラックのみの
輸送からフェリーや鉄道
等、複数の輸送経路を活
用したモーダルシフトに
取り組む企業に対し、そ
の実証経費を支援する。
あわせて、マルチテナン
ト型（先進的）物流施設
を活用した「新しい運び
方」のモデルプランを構
築することで一層の集
貨・創貨を図る。

企業
誘致
課

マルチテナ
ント型物流
施設の誘致
件数（着工
時点）

R7 2件

R7～R10
年度
までの
目標：
累計5件

1 件 16,000

企業変革や企業規模拡大
など地域中核企業の成長
促進

23

「未来を担う
地域中核企
業」成長促進
プロジェクト

　将来の成長の糧となる
新規事業創出など、新た
なチャレンジに対して総
合的・集中的支援を行う
ことにより、企業変革や
企業規模拡大を図り、市
内の「地域中核企業」の
成長を促進する。

産業
政策
課

新規事業着
手等企業成
長に取り組
む企業数

― ―

R10年度
までの
目標：
15社

7 社 25,000

学術研究都市２．０戦略



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 産業経済局
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年
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年
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（千円）R8目標値 R8目標値

24

生産性向上、
事業変革に向
けたロボッ
ト・ＤＸ推進
事業

　市内中小企業における
ロボットの導入やDX推進
による経営課題解決に向
けて、ロボット・DX推進
センター及びDX推進プ
ラットフォームを中心と
した切れ目ない伴走支援
を実施することで、中小
企業の事業変革や生産性
向上を支援する。

中小
企業
振興
課

事業変革実
践企業数

R5 6社

R9年度
までの
目標：

累計50社

40 社 157,400

25

物価高騰に立
ち向かう中小
企業等に対す
る生産性向上
支援助成金

　物価高の影響により厳
しい経営環境にある中小
企業等が行う、生産性向
上の取組（省エネ投資、
効率化・高収益化・DX強
化等）に要する費用の一
部を助成する。

中小
企業
振興
課

支援企業の
うち、生産
性向上に取
り組む企業
数

― ― ― 170 社 200,000

26
中小企業販路
拡大等支援事
業

　市内中小企業が自ら事
業計画を策定し、北九州
市中小企業支援センター
の支援を受けながら取り
組む販路拡大やデジタル
化等の生産性向上に要す
る費用の一部を助成す
る。

中小
企業
振興
課

売上向上・
販路拡大に
向け、事業
効果があっ
た企業の割
合

― ― ― 100.0 ％ 6,500

市内製造業（部品や素材
などのサプライヤー）の
事業構造転換の推進
（「ＥＶシフト」や「電
炉化」などへの対応）

27
電炉化対応等
生産性向上支
援事業

　製鉄業の電炉転換への
対応や市内中小企業のデ
ジタル化等による生産性
向上を支援するため、専
門家による訪問相談を行
い、企業動向のヒアリン
グや関連施設の活用を支
援する。

中小
企業
振興
課

事業変革・
生産性向上
等支援企業
数

― ― ― 30 社 8,300

市内企業における成長分
野等への事業転換、商
品・サービスの高付加価
値化の推進（ロボット・
ＤＸ・ＡＩの活用など）
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28
のれん引継ぎ
プロジェクト
事業

　後継者不在の個店等の
小規模事業者の事業承継
を支援するため、民間事
業者が運営するマッチン
グサイトのプラット
フォームを活用し、後継
者不在の個店と後継ぎ希
望者のマッチングを支援
し、次世代の開業支援
と、個店の存続・廃業防
止を図る。

中小
企業
振興
課

売り手事業
者の掘り起
こし件数
（サイト掲
載件数）

― ― ― 5 件 3,600

29
事業承継促進
化助成事業

　地域経済を支える市内
中小企業がこれまで培っ
てきた技術や経営基盤を
円滑に次世代へ承継し、
企業の持続的な成長と発
展につなげるため、事業
承継に取り組む企業や
サーチファンドを活用し
た後継者候補人材が負担
する費用を助成する。

中小
企業
振興
課

事業承継計
画の策定企
業数及びM
＆Aの完了
企業数の合
計

― ― ― 2 社

後継ぎ候補
人材(サー
チャー)と
後継者不在
企業との
マッチング
件数

― ― ― 2 件 3,500

Ⅱ「彩りあるまち」の実現

30

北九州市くら
し応援商品券
（商店街プレ
ミアム付商品
券）発行支援
事業

　物価高騰の影響を受け
ている地域の消費を喚起
し、地域経済の活性化を
図るため、福岡県の助成
制度を活用して商店街等
が自主的に取り組むプレ
ミアム付商品券の発行を
支援する。

サー
ビス
産業
政策
課

消費喚起効
果

― ― ―
2倍以上
を維持

1,900,000

31
商店街テナン
トリーシング
支援事業

　小倉都心部等における
大規模空き店舗を資産と
して位置づけ、エリアの
価値を高めるため、官民
連携して集客力や話題性
のあるテナントを誘致
し、商店街の活性化と経
済の振興を図る。

サー
ビス
産業
政策
課

歩行者通行
量
（小倉都心
部）

R5  138,800人

R10年度
までの
目標：
156,300

人

単年度
目標設
定なし

4,000

32
大きなシャッ
ターヒラクプ
ロジェクト

　商店街テナントリーシ
ング実行委員会が推薦す
る話題性・集客力のある
テナントを誘致する際の
インセンティブとして、
出店テナントに対し改装
費等の経費の一部を補助
する。

サー
ビス
産業
政策
課

歩行者通行
量
（小倉都心
部）

R5  138,800人

R10年度
までの
目標：
156,300

人

単年度
目標設
定なし

10,000

中小企業の事業承継の推
進（M＆Aなど）

大型商業施設・商店街の
振興



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 産業経済局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

33
魅力ある商店
街づくり支援
事業

　市内商店街にある空き
店舗の有効利用促進や、
商店街等が行う新たな取
組を支援することによ
り、持続可能で魅力ある
商店街づくりを目指す。

サー
ビス
産業
政策
課

市内商店街
の空き店舗
率

R6 14.3%

R10年度
までの
目標：
13.8％

14.0 ％ 21,000

34
紫川エリア活
性化支援事業

　商業の振興とまちの活
性化を図ることを目的と
して、小倉の中心市街地
を流れる紫川河畔を拠点
とし、都市の回遊性の向
上及びナイトタイムエコ
ノミー（夜間における経
済活動）の創出に寄与す
るイベントを実施する事
業者に対し補助金を交付
する。

サー
ビス
産業
政策
課

観光消費額
（北九州市
観光動態調
査：毎年）

R5
1,004億

円

R10年度
までの
目標：
1,800億

円

単年度
目標設
定なし

12,780

35

ナイトタイム
エコノミー推
進プロジェク
ト

　ビジネス客・観光客と
いった来街者や市民によ
るナイトタイムエコノ
ミー（消費拡大・滞在時
間延長）を推進するた
め、イベント支援・新規
出店支援など小倉都心部
繁華街の魅力向上支援を
行う。

サー
ビス
産業
政策
課

宿泊客数 R5
185.2
万人

R10年度
までの
目標：
260万人

単年度
目標設
定なし

7,500

36
黒崎地区活性
化支援事業

　商業の振興とまちの活
性化を図ることを目的と
して、黒崎地区の魅力向
上、活性化につながるイ
ベントをする事業者に対
し補助金を交付する。

サー
ビス
産業
政策
課

観光消費額
（北九州市
観光動態調
査：毎年）

R5
1,004
億円

R10年度
までの
目標：
1,800億

円

単年度
目標設
定なし

10,000

37

商店街あつま
る・つながる
拠点づくり支
援事業

　各地区の中心に位置す
る商店街の機能をさらに
高めるため、市民や観光
客が集い、新しい交流や
アイデアが生まれること
が期待できる拠点づくり
を行う商店街を支援す
る。

サー
ビス
産業
政策
課

本事業を活
用して開設
した施設の
年間利用者
数

― ―

R10年度
までの
目標：
のべ1万

人

5,000 人 5,000



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 産業経済局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
担
当
課

予算額
（千円）R8目標値 R8目標値

都市ブランドの確立（ポ
ジティブな情報発信によ
る北九州市のイメージ
アップ）

38
地域の人事部
支援事業

　働きたい人が主役のま
ちを目指し、求職者に対
するキャリア支援から導
入教育、長期インターン
等の一気通貫によるマッ
チング支援や、コミュニ
ティ形成の場の提供等に
より、人と仕事がめぐり
会い、循環する仕組を構
築することで、人材の確
保と定着を図る。

雇
用・
産業
人材
政策
課

本事業活用
企業の採用
選考に進ん
だ学生数

― ― ― 30 人 56,000



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 都市ブランド創造局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅱ「彩りあるまち」の実現

1
北九州国際音
楽祭

　地域の音楽文化の向上
を図るため、国内外の一
流のアーティストによる
公演や小中学生の鑑賞教
室など、多彩なプログラ
ムの国際音楽祭を開催す
る。

文化
企画
課

北九州国際
音楽祭の参
加者の満足
度維持（来
場者アン
ケート：毎
年度）

R4 99.0%

R11年度
までの
目標：
毎年度
90.0％
以上

90.0
％以
上

38,000

2

芸術文化活性
化事業（劇
場・響ホール
補助事業）

　北九州芸術劇場や響
ホールが持つ特性を活か
し、多彩で良質な音楽や
舞台芸術等を提供する。

文化
企画
課

自主事業の
参加者の満
足度維持
（来場者ア
ンケート：
毎年度）

R4

芸術劇
場92.9%
響ホー

ル99.1%

R11年度
までの
目標：
毎年度
90.0％
以上

90.0
％以
上

文化のかお
るまちと思
う市民の割
合の増加
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R4 28.5%

R11年度
までの
目標：
40.0％

34.0 ％ 86,200

3
芸術文化育成
補助金

　北九州市の文化水準の
向上及び地域文化の振興
に資することを目的とし
て、積極的に文化活動を
展開している文化団体等
の事業に対して、助成を
行う。

文化
企画
課

文化団体事
業参加者数
（文化芸術
に触れた人
数）の維持

R4
56,000

人

R11年度
までの
目標：
毎年度

56,000人

56,000 人

文化芸術活
動をした市
民の割合の
増加
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R4 16.9%

R11年度
までの
目標：
30.0％

24.0 ％ 33,600

4

「歌でつなが
る。歌で華や
ぐ。」うたの
まち北九州市

　歌を通じてあらゆる世
代を結びつけるととも
に、まちに華やかさや賑
わいを生み、まち全体に
彩りを広げていく、「う
たのまち北九州市」の充
実・強化に向けて、市民
が主役となる音楽イベン
トや、歌を通じて一体感
や交流を生む取組等を市
内各所で展開し、取組の
一層の広がりと定着を図
る。

文化
企画
課

参加者の満
足度
（イベント
参加者アン
ケート：毎
年度）

― ― ― 80.0
％以
上

文化芸術を
身近に感じ
る市民の割
合の増加
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R4 30.5%

R11年度
までの
目標：
40.0％

34.0 ％ 13,000

彩りある文化・芸術によ
るにぎわいの推進

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 都市ブランド創造局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

5 美術館企画展

　多彩で魅力的な展覧会
を開催し、本市の美術・
文化の振興を推進し、彩
りあるまちづくりに寄与
する。

美術
館普
及課

美術館入館
者数

R4 187,000人 ― 190,000 人 102,239

6
博物館企画
展・特別展充
実事業

　入館者の増加につなが
る、魅力ある大型特別展
を開催する等、東田地区
のさらなる賑わいを創出
する。

自然
史・
歴史
博物
館普
及課

博物館総入
館者数

R5 431,278人

R9年度
までの
目標：
470,000

人

450,000 人 63,785

7
北九州市漫画
ミュージアム
普及事業

　漫画文化の普及・振興
を図り、北九州市及び漫
画ミュージアムの魅力を
国内外に発信するため、
常設展示の充実、企画展
やイベント等を開催す
る。

漫画
ミュ
ージ
アム
事務
局

漫画ミュー
ジアム入館
者数

R5 95,252人 ― 100,000 人

漫画ミュー
ジアムの認
知度
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

― ― ― 50.0 ％ 55,304

8
北九州国際映
画祭関連事業

　北九州国際映画祭の開
催を通じて、北九州市か
ら世界に羽ばたいていっ
た映画や映画人が北九州
市に再び集い、市民との
交流や映画をテーマにし
たイベントを実施すると
ともに、映画人材の育成
を促進する。

MICE
・メ
ディ
ア芸
術課

パブリシ
ティ効果

R5 3億円

R9年度
までの
目標：
3億円

2 億円

来場者の満
足度アン
ケートで
「満足」
「やや満
足」と回答
した人の割
合
（来場者満
足度アン
ケート：毎
年度）

R5 90.0%

R9年度
までの
目標：
毎年度
90.0％

90.0 ％ 23,000

スポーツによるにぎわい
づくり

9
大規模国際ス
ポーツ大会等
誘致関係事業

　国際スポーツ大会等の
誘致・開催支援を通して
都市のブランド力を向上
させ、さらなる大会誘致
につなげるとともに、観
光や地域資源等と組み合
わせることで大会の付加
価値向上に取り組む。

ス
ポー
ツ振
興課

スポーツを
身近に感じ
る市民の割
合
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R4 44.4%

R11年度
までの
目標：
70.0％

54.0 ％

スポーツ実
施率
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R4 56.6%

R11年度
までの
目標：
70.0％

70.0 ％ 25,000



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 都市ブランド創造局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

プロスポーツチーム等と
の連携によるまちづくり
の推進

10
ホームタウン
推進事業

　北九州市をホームタウ
ン・準ホームタウンとす
る、「ギラヴァンツ北九
州」や「日本製鉄堺ブレ
イザーズ」「福岡ソフト
バンクホークス」等の市
民観戦事業や、体験教室
の開催など、市民がス
ポーツに親しむきっかけ
作りを実施する。

ス
ポー
ツ振
興課

スポーツを
身近に感じ
る市民の割
合
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R4 44.4%

R11年度
までの
目標：
70.0％

70.0 ％

スポーツ観
戦率
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R4 20.0%

R11年度
までの
目標：
40.0％

40.0 ％ 58,200

11
TGC北九州2026
開催事業

　史上最大のファッショ
ンフェスタである「東京
ガールズコレクション」
とコラボレーションした
ファッションイベントを
本市で開催し、地方創生
に向けた都市ブランドの
向上と地域経済の活性化
を図るとともに、同規模
イベントの開催誘致の促
進を行う。

MICE
・メ
ディ
ア芸
術課

大型イベン
トの開催件
数

R5 4件

R10年度
までの
目標：
10件

7 件 35,000

12
MICE・エンタ
メを活用した
集客促進事業

　市外からの来訪者が大
半を占めるコンサート等
のエンターテインメント
や海外からの来訪者が多
い国際会議等を誘致する
ことにより、交流人口の
創出・拡大による経済の
活性化を図る。
　将来的には民間事業者
による自走を目指し、コ
ンサート開催地としての
都市のイメージアップを
目指す。

MICE
・メ
ディ
ア芸
術課

大型イベン
トの開催件
数

R5 4件

R10年度
までの
目標：
10件

7 件 16,000

集客力のある大規模イベ
ントの誘致



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 都市ブランド創造局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

若者が集うイベントの誘
致

13

「ポップカル
チャーのまち
北九州」推進
事業

　北九州市の都心集客の
拠点となるJR小倉駅新幹
線口を中心に、漫画・ア
ニメ・ゲーム等のポップ
カルチャーによる大型イ
ベント等の開催を通じ
て、誘客やクリエイター
産業の交流・育成を図る
とともに、滞在日数の増
加・インバウンド誘客を
図り、「まち」への経済
効果を高める。

MICE
・メ
ディ
ア芸
術課

大型イベン
トの開催件
数

R5 4件

R10年度
までの
目標：
10件

7 件

大型協賛
（300万円
以上）企業
数

― ―

R15年度
までの
目標：
3件

3 件 31,000

14

日本新三大夜
景都市ブラン
ドを活用した
夜型観光促進
事業

　北九州市は、令和6年に
2回連続で「日本新三大夜
景都市」全国1位に認定さ
れた。この偉業を活かし
たプロモーションや夜景
資源の開発を、市民を巻
き込んで実施すること
で、本市の夜型観光を更
に促進させ、宿泊者数の
増加及び消費額拡大を図
る。

イン
バウ
ンド
課

観光消費額
（北九州市
観光動態調
査：毎年）

R6 980億円

R10年度
までの
目標：
1,800
億円

単年度
目標設
定なし

10,000

15
門司港レトロ
リニューアル
事業

　門司港レトロ地区にお
いて、さらなる魅力向上
施策を推進し、観光客誘
致や観光消費額の増加を
促進する。

門司
港レ
トロ
課

門司港地区
の観光客数
（地区別観
光客数）

R6
238.4
万人

― 310 万人 416,524

16
小倉城周辺歴
史文化観光磨
き上げ事業

　長崎街道（シュガー
ロード）など、小倉城関
連の歴史的・文化的資源
の掘り起こしや、観光資
源の磨き上げ・施設設備
の老朽化対策等を図り、
広域的な連携を含めた情
報発信を実施する。

観光
課

観光消費額
（北九州市
観光動態調
査：毎年）

R6 980億円

R10年度
までの
目標：
1,800
億円

単年度
目標設
定なし

12,659

７区の特色を生かした観
光コンテンツの魅力向上
（観光地、祭りなど）



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 都市ブランド創造局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

多様な観光ニーズへの対
応（ステイケーション、
ロングステイ、サイクル
ツーリズム、トレッキン
グ、富裕層向けサービス
など）

17
海外作品等誘
致・支援事業

　アジア諸国の映像作品
の撮影を誘致すること
で、当該映像作品の公開
国の人々に広くロケ地で
ある北九州市を知っても
らい、北九州市の魅力を
発信することで観光客
（インバウンド）誘致に
つなげる。

MICE
・メ
ディ
ア芸
術課

海外映像作
品撮影によ
る直接経済
効果

R6
13,814

千円
― 10,000 千円 7,300

18
食による都市
ブランディン
グ強化事業

　都市ブランドの強化と
国内外からのさらなる観
光客の誘致を図るため、
地元食材を生かしたグル
メ、職人の技、食文化を
体験できるイベントを実
施し、「すし」をはじめ
とする北九州市の多彩な
食の魅力を広く発信す
る。

すし
の都
課

観光消費額
（北九州市
観光動態調
査：毎年）

R6 980億円

R10年度
までの
目標：
1,800
億円

単年度
目標設
定なし

30,000

19

「すしの都
北九州市」ブ
ランド発信事
業

　「すし」をフックとし
た魅力発信や地域経済の
活性化を図るため、富山
県等との広域連携によ
り、「すしのゴールデン
ルート」を構築する。ま
た、「すしの都」の機運
を盛り上げるため、市民
や飲食店等に向けた広
報・啓発活動を行う。

すし
の都
課

観光消費額
（北九州市
観光動態調
査：毎年）

R6 980億円

R10年度
までの
目標：
1,800
億円

単年度
目標設
定なし

24,000

「食」の魅力を活かした
周遊観光の推進



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 都市ブランド創造局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

20
MICE誘致推進
強化事業

　MICE開催を通じて海外
から企業・大学などの主
要な研究者等、次世代の
人材を多く集め、北九州
市の知名度向上を図ると
ともに、集まった人を市
内へ送り出す地域経済の
活性化に資する取組みを
強化する。

MICE
・メ
ディ
ア芸
術課

経済波及効
果

R5
114
億円

R10年度
までの
目標：
130億円

130 億円 82,700

21
インバウンド
誘致促進事業

　北九州空港・福岡空港
に直行便のあるエリアを
主なターゲットとして、
観光プロモーション（情
報発信）や受入環境の整
備等を行い、外国人観光
客の誘客促進を図る。

イン
バウ
ンド
課

外国人観光
客数
（北九州市
観光動態調
査：毎年）

R6
36.7
万人

―
R7年度

末
設定
予定

外国人観光
消費額

― ― ―

R7年度
末

設定
予定

109,900

外国人観光客の誘客の推
進



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 都市戦略局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅰ「稼げるまち」の実現

道路ネットワークの整備 1
下関北九州道
路整備促進事
業

　西日本地域の広域道路
ネットワークを支える極
めて重要な道路として、
下関北九州道路の早期実
現に向けた、調査及び都
市計画にかかる手続等を
行うとともに、国や関係
機関に対して要望・提案
活動を実施する。

都市
交通
政策
課

早期実現の
ための要望
活動を2県2
市（福岡
県、山口
県、北九州
市、下関
市）経済界
等で共同で
実施した回
数

R3 2回 ― 2
回以
上

7,000

再生可能エネルギーや水
素拠点化を通じた市内企
業の成長と産業集積

2
住宅・建築物
の脱炭素化推
進関連事業

　「2050年のゼロカーボ
ンシティ」実現に向け、
住宅・建築物の脱炭素化
に関するメリット等につ
いて、市民や地元事業者
へ認識向上・意識啓発等
を行うことにより省エネ
住宅・建築物の普及促進
を図る。

住ま
い支
援室

セミナー等
の満足度
（実施後ア
ンケート：
毎年度）

― ― ― 80.0 ％ 3,000

Ⅱ「彩りあるまち」の実現

3
「小倉・黒
崎」エリアの
価値向上事業

　小倉・黒崎地区の将来
像を広く周知し、官民で
共有する。あわせて、ま
ちの魅力を高める官民連
携プロジェクトを実装・
推進し、民間投資の呼び
込みを通じて、エリアの
価値向上を図る。

都市
再生
企画
課

まちなかの
居心地の良
さを図る指
標
（安心感・
寛容性・安
らぎ感・期
待感）

R6

（小
倉・黒
崎の平
均点）
安心感
4.7点
寛容性
5.0点
安らぎ
感4.0点
期待感
3.4点
（各8点
満点）

―

4要素で
8点満点
中各6点
以上

小倉・黒崎
駅周辺1㎞
エリア内の
民間建設投
資額

― ― ―

R5～R8
年度

までの
目標：
合計600

億円 73,460

4
リビテーショ
ン推進事業

　小倉北区京町三丁目14
番地区において次世代仕
様のオフィスビルの建設
を行う事業者等に対し
て、整備費等の一部を補
助する。

事業
推進
課

小倉・黒崎
駅周辺1km
エリア内の
民間建設投
資額

― ― ―

R5～R8
年度

までの
目標：
合計600

億円 220,500

人や企業から選ばれるま
ちとしての価値向上

担
当
課

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
R8目標値 R8目標値

予算額
（千円）



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 都市戦略局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

担
当
課

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
R8目標値 R8目標値

予算額
（千円）

ウォーカブルなまちづく
り、快適なまちなか歩行
空間の整備

5
「小倉・黒
崎」エリアの
価値向上事業

　小倉・黒崎地区の将来
像を広く周知し、官民で
共有する。あわせて、ま
ちの魅力を高める官民連
携プロジェクトを実装・
推進し、民間投資の呼び
込みを通じて、エリアの
価値向上を図る。

都市
再生
企画
課

まちなかの
居心地の良
さを図る指
標
（安心感・
寛容性・安
らぎ感・期
待感）

R6

（小
倉・黒
崎の平
均点）
安心感
4.7点
寛容性
5.0点
安らぎ
感4.0点
期待感
3.4点
（各8点
満点）

―

4要素で
8点満点
中各6点
以上

小倉・黒崎
駅周辺1㎞
エリア内の
民間建設投
資額

― ― ―

R5～R8
年度

までの
目標：
合計600

億円 73,460

6
未来につなぐ
公共交通リ・
デザイン事業

　公共交通の利便性、持
続可能性、生産性向上を
目指すため、公共交通の
DXやバリアフリー化等に
より、誰もが利用しやす
い環境づくりに取り組む
とともに、持続可能な公
共交通ネットワークの再
構築に向けた検討を実施
する。

都市
交通
政策
課

市内の公共
交通人口カ
バー率
（北九州市
環境首都総
合交通戦
略：5年
毎）

R3 86.0% ― 86.0 ％

公共交通に
対する満足
度
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R3 66.0% ― 70.0 ％ 17,279

7

みんなで創
る！公共交通
「北九州モデ
ル」推進事業

　シニアをはじめとする
交通弱者など、誰もが安
心して移動できる公共交
通の維持・確保を目指
し、多様なお困りごとを
把握し、新たな移動手段
の確保に向けた検討や実
証に加え、あらゆる世代
への利用促進や啓発活動
を進めていく、官民連携
による北九州モデル（第2
弾）を推進する。

都市
交通
政策
課

市内の公共
交通人口カ
バー率
（北九州市
環境首都総
合交通戦
略：5年
毎）

R3 86.0% ― 86.0 ％

公共交通に
対する満足
度
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R3 66.0% ― 70.0 ％ 10,000

戦略的な定住・移住施策
の推進

8
移住推進関連
事業

　北九州市への移住を推進す
るため、若者・子育て世帯を
メインターゲットとして、情
報発信、相談窓口、お試し暮
らし、移住支援金や住宅取得
等費用の支援等により、移住
の検討段階に応じた切れ目の
ない支援を行う。

住ま
い支
援室

移住支援金
や住宅取得
等費用の補
助を利用し
た転入者数

R5 630人 ― 560 人 147,400

持続可能な公共交通ネッ
トワークの再構築



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 都市戦略局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

担
当
課

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
R8目標値 R8目標値

予算額
（千円）

Ⅲ「安らぐまち」の実現

9
まちなか居住
移転支援事業

　持続可能な都市経営の
実現に向け、災害から市
民の生命・財産を守ると
ともに、まちなかの活力
を維持増進するため、区
域区分見直しによる市街
化調整区域への編入区域
等からまちなかへの移転
支援を実施する。

都市
計画
課

土砂災害に
よる危険か
らの回避

― ― ―

土砂災
害によ
る危険
からの
回避

21,185

10

ミライの安心
につなげる
「住宅・建築
物耐震化等安
全推進事業」

　市民の安全・安心な暮
らしを促進するため、民
間建築物について、耐震
化や危険ブロック塀の除
去、吹付アスベスト対策
にかかる工事費等を支援
するとともに、その普及
啓発にかかる取組を行
う。

建築
指導
課

住宅の耐震
化率

R5 94.0%

R17年度
までの
目標：

住宅の耐
震化の完
了（おお
むね解
消）

単年度
目標設
定なし

62,122

利活用を含めた空き家対
策

11
空き家対策事
業

　相談対応のDX化を行う
とともに、空き家バンク
の対象を拡充するなど、
空き家・空き地対策の3つ
の柱である「発生予防啓
発・管理促進」「活用促
進」「管理不全の解消」
を官民連携で取り組み、
総合的な対策を推進す
る。

空き
家活
用推
進課

住宅・土地
統計調査に
おけるその
他空き家数
（住宅・土
地統計調
査：5年
毎）

R5
27,600

戸

R12年度
までの
目標：

27,600戸

単年度
目標設
定なし

166,500

郊外部など公共交通の不
便地域における交通・生
活サービスの確保

12

地域の生活交
通を確保する
「おでかけ交
通支援事業」

　公共交通空白地域にお
ける地域住民の生活交通
を確保するため、おでか
け交通を運行するタク
シー事業者や車両の小型
化により路線を維持する
バス事業者への運行支援
等を実施する。

都市
交通
政策
課

市内の公共
交通人口カ
バー率
（北九州市
環境首都総
合交通戦
略：5年
毎）

R3 86.0% ― 86.0 ％

公共交通に
対する満足
度
（行政評価
市民アン
ケート：毎
年度）

R3 66.0% ― 70.0 ％ 216,000

持続可能な都市経営を目
指したまちづくりの推進



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 都市整備局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅰ「稼げるまち」の実現

1
主要な道路の
整備（恒見朽
網線など）

　主要な街路・道路事業
を重点的かつ速やかに整
備することで、市内の渋
滞対策、物流ネットワー
クの強化、地域間の連
携・交流促進を図る。

道路
計画
課

道路整備に
よる所要時
間短縮の合
計値

― ―

R13年度
までの
目標：
52.8分

13.8 分 1,547,900

2
自動車専用道
路ネットワー
クの整備

　港湾・空港・鉄道ター
ミナルなど、拠点間を結
ぶ交通・物流ネットワー
クの構築や地域間の連
携・交流促進を図るた
め、環状放射型自動車専
用道路ネットワークの整
備を推進する。

道路
計画
課

枝光ランプ
～戸畑ラン
プ間の所要
時間短縮値

― ―

R15年度
までの
目標：
25.5分

単年度
目標設
定なし

2,153,000

Ⅱ「彩りあるまち」の実現

官民連携によるまちづく
りの推進

3
都市再生整備
計画（公園）

　官民が連携し、東田地
区の公共空間の魅力向上
を図るとともに、観光交
流拠点の中核にふさわし
い都市環境の形成を推進
する。

公園
管理
課

東田地区来
訪者の平均
滞在時間
（都市再生
整備計画に
係る調査・
毎年度）

R1 1.2時間

R8年度
までの
目標：
1.6時間

1.6 時間

東田地区の
主要地点に
おける歩行
者通行量
（都市再生
整備計画に
係る調査・
毎年度）

R2
11,356
人/日

R8年度
までの
目標：

13,000人
/日

13,000
人/
日

48,000

「北九州の台所」旦過地
区のまちづくり

4
旦過地区再整
備事業

　長年市民に親しまれて
いる旦過市場の魅力向上
と、市場に隣接する神嶽
川の治水安全度の向上の
ため、河川事業と一体と
なった旦過地区の再整備
を推進する。

神嶽
川旦
過地
区整
備室

特定消防区
域（木造密
集地）の解
消

R1

特定消
防区域

(木造密
集地)：
5,278㎡

R12年度
までの
目標：
解消率
100.0％

解消率
75.0

％

計画規模降
雨（1/50年
確率）に耐
えうる河川
整備の完了

R1
事業進
捗率：
0.0％

R13年度
までの
目標：

事業進捗
率

100.0％

事業進
捗率
33.0

％ 3,252,865

魅力ある住環境の整備 5
折尾地区総合
整備事業

　駅を中心とした道路改
築工事を推進する。土地
区画整理事業区域内にお
ける宅地や道路整備を推
進する。

折尾
総合
整備
事務
所

進捗率 R5 89.0%

R13年度
までの
目標：
100.0％

93.0 ％ 2,722,364

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

道路ネットワークの整備

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 都市整備局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要
R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

Ⅲ「安らぐまち」の実現

6
主要河川の整
備

　近年、激甚化・頻発化
する豪雨災害等の浸水被
害を抑制するため、治水
事業の根幹となる河川改
修を実施する。

水環
境課

浸水被害の
低減（河川
の護岸整備
完了）

R5 2河川

R11年度
までの
目標：
4河川

2 河川 1,074,200

7
豪雨災害から
市民を守る緊
急対策事業

　平成30年7月、令和7年8
月豪雨により被害が発生
した河川の改修や河川情
報システムの強化等によ
り、市民が安全・安心を
感じるまちづくりを推進
する。

水環
境課

浸水被害の
低減（河川
の整備完
了）

R7 4河川

R12年度
までの
目標：
9河川

5 河川 508,800

通学路の安全対策の強化 8
通学路の安全
対策

　登下校中の児童が交通
事故に巻き込まれず、安
全に安心して通学できる
環境を整えるため、教育
委員会や学校関係者、警
察と一体となって、さら
なる通学路の安全対策を
推進する。

道路
計画
課

子どもが関
連した事故
件数の減少

R7
R7年
実績値

―
R7年
比減少

1,511,200

浸水・治水対策のインフ
ラ整備などの促進



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 港湾空港局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅰ「稼げるまち」の実現

1
航空物流支援
事業

　集貨ルートの確立や特
殊大型貨物(シー＆エア輸
送)の取込み、大型貨物定
期便の誘致・安定化、通
関機能の確立を目的とし
て、トラック経費の支援
（空港と物流拠点施設
間）や航空会社への運航
支援を実施する。

空港
企画
課

航空貨物取
扱量

R5
1.2万
トン

R10年度
までの
目標：
5万トン

単年度
目標設
定なし

588,166

2

次世代航空物
流構築事業
【県・町連
携】

　2024年問題や脱炭素社
会など、次世代物流の構
築を目的として、国内貨
物定期便の集貨支援や半
導体貨物への重点的な集
貨支援の取組みを実施す
る。

空港
企画
課

航空貨物取
扱量

R5
1.2万
トン

R10年度
までの
目標：
5万トン

単年度
目標設
定なし

104,915

3
北九州空港整
備事業地元負
担金

　滑走路延長をはじめ、
北九州空港の機能強化に
伴う経費を負担する。

空港
企画
課

航空貨物取
扱量

R5
1.2万
トン

R10年度
までの
目標：
5万トン

単年度
目標設
定なし

898,534

4

新規航空路線
支援事業
【県・町連
携】

　新規航空路線の誘致や
就航路線の安定化を目的
として、航空会社への運
航支援や利用促進などの
取組を実施する。

空港
企画
課

北九州空港
利用者数

R5
118
万人

R10年度
までの
目標：
200万人

単年度
目標設
定なし

187,779

5
国内線集客促
進事業【苅田
町連携】

　ビジネス需要を補完す
る新たな旅客需要の取込
みに向け、国内基幹路線
の羽田線の利用促進を目
的として、早朝深夜便の
利用促進や首都圏共同プ
ロモーションなどの取組
を実施する。

空港
企画
課

北九州空港
利用者数

R5
118
万人

R10年度
までの
目標：
200万人

単年度
目標設
定なし

13,600

R8目標値 R8目標値
予算額

（千円）

北九州空港の物流拠点化
と空港機能の強化

東アジアのゲートウェイ
空港を目指した北九州空
港旅客路線・アクセス
ネットワーク強化

担
当
課

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 港湾空港局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値
予算額

（千円）

担
当
課

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

6
空港受入体制
強化事業【苅
田町連携】

　旅客便及び貨物便の受
入に向け、地上支援業務
従事者不足の解消を目的
として、通勤環境改善な
どの新規雇用促進支援を
実施する。

空港
企画
課

北九州空港
利用者数

R5
118
万人

R10年度
までの
目標：
200万人

単年度
目標設
定なし

11,285

7
空港アクセス
強化事業

　バス、鉄道などの多様
な交通手段を生かした空
港アクセス強化を目的と
して、エアポートバスの
増便(小倉・朽網)や鉄道
との乗継強化、バス待合
環境向上などの取組を実
施する。

空港
企画
課

北九州空港
利用者数

R5
118
万人

R10年度
までの
目標：
200万人

単年度
目標設
定なし

195,700

8
広域集客促進
事業

　国内外の旅客需要の取
込みを目的に、北九州空
港を起点に博多・大分方
面へのアクセス利便性向
上に向け、MaaS事業
（シームレス決済）を実
施する。

空港
企画
課

北九州空港
利用者数

R5
118
万人

R10年度
までの
目標：
200万人

単年度
目標設
定なし

8,340

北九州港の機能強化 9
太刀浦地区土
砂処分場整備
事業

　北九州港の東部地区に
おける航路や泊地の浚渫
等による港湾機能の維
持・向上のため、新たな
土砂処分場の整備を行
う。

計画
課

公有水面埋
立免許の取
得

― ― ―

環境アセ
スの実施
（予測・
評価）、
公有水面
埋立免許
願書作成

63,800



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 港湾空港局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値
予算額

（千円）

担
当
課

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

10
海上モーダル
シフト促進事
業

　2024年問題の解決と物
流における環境負荷低減
の促進を目的として、陸
上輸送から海上輸送への
転換を図るため、フェ
リー・RORO航路を初めて
利用する事業者に対する
補助を実施する。

物流
振興
課

北九州港海
上出入貨物
取扱量

R6
10,063
万トン

R11年
までの
目標：

10,900万
トン

単年
目標設
定なし

4,900

11
港湾利用促進
支援事業

　北九州港に寄港する船
会社の航路維持・拡大及
び集貨拡大を目的とし
て、新たな航路・貨物に
対する補助を行う。

物流
振興
課

北九州港海
上出入貨物
取扱量

R6
10,063
万トン

R11年
までの
目標：

10,900万
トン

単年
目標設
定なし

47,000

12
北九州港集貨
航路誘致事業

　セミナーの開催や、
様々な媒体を利用しての
PR及び官民一体となった
ポートセールス活動など
を通じて、北九州港への
集貨・航路誘致を行う。

物流
振興
課

北九州港海
上出入貨物
取扱量

R6
10,063
万トン

R11年
までの
目標：

10,900万
トン

単年
目標設
定なし

11,345

産業用地の創出・確保 13
臨海部産業用
地活用事業

　臨海部産業用地の維持
管理及び売却・貸付を実
施する。
　臨海部産業用地への企
業立地に向け、埋立地の
造成を行う。

港営
課

整備
課

臨海部用地
への分譲促
進

― ― ―

臨海部
用地

年2件以
上の分
譲

新門司埋立
地の分譲完
了

R5 0ha

R14年度
までの
目標：
16.3ha

単年度
目標設
定なし

177,987

風力発電関連産業の「総
合拠点」の形成

14
風力発電関連
産業の総合拠
点形成事業

　響灘地区の充実した港
湾インフラと広大な産業
用地を活用し、風力発電
関連産業の総合拠点の形
成を推進する。

洋上
風力
拠点
化推
進課

4つの拠点
機能（「積
出・建設拠
点」「製造
産業拠点」
「物流拠
点」「O&M
拠点」）の
形成

R5 1機能

R12年度
までの
目標：
4機能

（累計）

単年度
目標設
定なし

浮体式拠点
の形成

R5 0箇所

R12年度
までの
目標：
1箇所

単年度
目標設
定なし

316,766

北九州港の利用促進



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 港湾空港局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

R8目標値 R8目標値
予算額

（千円）

担
当
課

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

Ⅲ「安らぐまち」の実現

港湾の防災・減災機能の
強化

15
海岸（高潮）
事業

　高潮の災害から背後地
の住居や立地企業を守る
ため、海岸保全施設の整
備を行う。

整備
課

後背地防護
面積の拡大

H24 0ha

R8年度
までの
目標：
74ha

74 ha 9,000



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 消防局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅲ「安らぐまち」の実現

1
火災予防の推
進

　火災を予防するととも
に、いざという時に行動
することができるよう、
幼少年から高齢者に対す
る火災予防啓発を推進す
る。

予防
課

住宅用火災
警報器の設
置率の向上

R7 88.0% ―
R7年度
比向上

3,775

2
消防音楽隊に
よる防火・防
災意識の醸成

　消防音楽隊の演奏やカ
ラーガード隊の演技を通
じて、幅広い世代を対象
に消防のPR活動や防火・
防災の啓発活動を実施す
る。

訓練
研修
セン
ター

聴衆者数の
確保

R5 9.2万人 ― 12 万人 900

3

ICTを活用した
救急搬送ス
ピードアップ
事業

　令和6年度に導入した
「患者情報管理システ
ム」の適切な運用を行
い、救急活動時間の短縮
を図る。

救急
課

心肺停止傷
病者の
1ヵ月生存
率の向上

R5 16.4%

R15年度
までの
目標：
26.6％

22.6 ％ 19,298

4
応急手当の普
及啓発活動の
推進

　不測の事態により傷病
者が発生した場合、現場
に居合わせた誰もが適切
に応急手当を行い、一人
でも多くの市民の命を守
るため、子どもから大人
まで幅広い範囲で、応急
手当の普及啓発活動を推
進する。

救急
課

心肺停止傷
病者の
1ヵ月生存
率の向上

R5 16.4%

R15年度
までの
目標：
26.6％

22.6 ％ 856

5
救急救命士資
格取得研修

　市民に対し、高度な救
急救命処置ができるよう
に、新規救急救命士や気
管挿管認定救命士の養成
を行う。

救急
課

心肺停止傷
病者の
1ヵ月生存
率の向上

R5 16.4%

R15年度
までの
目標：
26.6％

22.6 ％ 15,340

6
救急需要増大
に伴う救急車
の増台

　高齢化の進展等により
救急需要が増大してお
り、消防研究センターと
行った将来推計では、
2035年まで救急出動件数
の増加が見込まれてい
る。増大する救急需要に
対応するため、運用する
救急車を増台する。

救急
課

心肺停止傷
病者の
1ヵ月生存
率の向上

R5 16.4%

R15年度
までの
目標：
26.6％

22.6 ％ 0

市民への防火意識のさら
なる普及啓発

救急体制のさらなる強化

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 上下水道局

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標 指標名

準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅰ「稼げるまち」の実現

海外水ビジネスの推進・
支援

1
海外水ビジネ
スの推進・支
援

　これまでの国際技術協
力により緊密な人的ネッ
トワークを築いている国
を対象に、「北九州市海
外水ビジネス推進協議会
（KOWBA）」を軸に、
（株）北九州ウォーター
サービスや地元企業の水
ビジネス展開を積極的に
支援する。

海外
事業
課

海外技術者
育成に係る
研修員受入
れ

R5 100人

R6～R12
年度
までの
目標：
累計
700人

100人

(累計
401人）

国際技術協
力や海外水
ビジネス支
援

R5 6件

R6～R12
年度
までの
目標：
累計
42件

6件

（累計
20件）

164,289

Ⅲ「安らぐまち」の実現

2 浸水対策事業

　大雨による浸水被害を
軽減するため、雨水管等
の整備を進め、流域全体
の浸水に対する安全度の
向上を図る。
　「北九州市上下水道局
雨水対策基本方針」で設
定した重点整備地区の整
備に取り組む。

下水
道計
画課

「北九州市
上下水道局
雨水対策基
本方針」で
設定した重
点整備地区
の整備完了
地区の増加

R元 0地区

R12年度
までの
目標：
16地区

1地区
（累計
10地区
の整備
完了）

2,650,000

3
地震対策事業
（下水道施
設）

　大規模な地震が発生し
た場合においても、最低
限の下水処理が行えるよ
うに下水道施設の耐震化
に取り組む。
　浄化センター直前のポ
ンプ場（急所施設）や広
域避難地や災害拠点病院
などの重要施設に接続す
るポンプ場の耐震化を優
先的に進める。

施設
課

急所施設
（ポンプ
場）の耐震
化率の増加

R元 0.0%

R12年度
までの
目標：
100.0％

単年度
目標設
定なし

(累計
70.0％)

重要施設に
接続するポ
ンプ場の耐
震化率の増
加

R元 0.0%

R12年度
までの
目標：
66.7％

単年度
目標設
定なし

(累計
33.3％)

120,000

4
地震対策事業
（水道施設）

　大規模な地震が発生し
た場合においても、安全
で安定的な給水を確保す
るため水道施設の耐震化
に取り組む。

浄水
課
計画
課

浄水施設の
耐震化率の
増加

R元 33.6%

R10年度
までの
目標：
77.5％

単年度
目標設
定なし

(累計
59.2％)

配水池の耐
震化率の増
加

R元 54.1%

R12年度
までの
目標：
65.7％

単年度
目標設
定なし

(累計
60.1％)

326,821

主な施策
務
業
号

事
事
番

主要事務
事業名

事業概要

上下水道施設の自然災害
対策の推進

R8目標値 R8目標値

担
当
課

予算額
（千円）



新ビジョンに係る主な施策における主要事務事業（令和８年度） 教育委員会

KPI（成果指標①） KPI（成果指標②）

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

指標名
準
度

基
年

基準値
中期
目標

Ⅱ「彩りあるまち」の実現

外国語教育の推進 1
北九州市型外
国語教育の推
進

　北九州市型外国語教育
の推進をはじめ、外国語
指導助手（ALT）の配置等
による指導体制の充実や
子どもの学習意欲を高め
る取組等を実施すること
により、北九州市と世界
の架け橋となる人材を育
成する。

学校
教育
課

中学校卒業
段階で、
CEFR　A1レ
ベル（英検
3級程度）
以上の生徒
の割合
（英語教育
実施状況調
査：毎年
度）

R5 48.3%

R10年度
までの
目標：
60.0％

単年度
目標設
定なし

305,188

文理の枠を超えた学び・
最先端の理工系教育の推
進

2
スー1★リケ
ジョchallenge
事業

　理工系の楽しさを体験
できるプログラム等を開
催し、理工系分野に関す
る興味・関心を年間を通
して継続的に高められる
ようにする。

次世
代教
育推
進課

将来の夢や
目標を持っ
ているこど
もの割合
（全国学
力・学習状
況調査：毎
年度）

R5

小：
81.1%
中：

66.8%

R10年度
までの
目標：
小：

85.0％
中：

70.0％

小：
84.0%
中：

68.5%

7,000

コミュニケーション力や
生きる力を身につける教
育の推進

3
経済界との連
携による学校
支援事業

　市内企業等と連携し
て、企業等の人材やノウ
ハウなどを学校教育に生
かす。

次世
代教
育推
進課

将来の夢や
目標を持っ
ているこど
もの割合
（全国学
力・学習状
況調査：毎
年度）

R5

小：
81.1%
中：

66.8%

R10年度
までの
目標：
小：

85.0％
中：

70.0％

小：
84.0%
中：

68.5%

5,500

学校給食の質の向上 4

学校給食の魅
力向上（おい
しい給食大作
戦）

　学校給食の魅力向上に
向けて、新献立の提供や
SNSでの情報発信に取組む
とともに、安全安心で安
定的な学校給食を提供す
る。

学校
保健
課

給食を「お
いしい」と
答えた子ど
もの割合
（給食アン
ケート：毎
年度）

R7
R7年度
実績値

―
前年度
比増
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ICTを活用した教育環境
の整備

5
情報教育の推
進

　教育におけるICT環境の
更なる充実及び学校の教
育活動全体を通した情報
教育を推進する。

教育
情報
化推
進課

教員が授業
の中で週3
回以上GIGA
端末を活用
する割合の
増加（全国
学力・学習
状況調査：
毎年度）

R5

小学生:
74.8%

中学生:
67.2%

R10年度
までの
目標：

全国平均
値以上

全国平
均値以
上

643,621

特色ある教育環境の整備 6
北九州市立高
等学校の魅力
向上推進事業

　北九州市立高等学校の
教育内容の更なる充実を
図るため、企業・大学等
との連携・協働体制の強
化、学習環境の整備等を
行う。

学校
教育
課

「学習を通
じて、自分
がしたいこ
とが増えて
いる」と回
答する生徒
の割合（高
校魅力化評
価システ
ム：毎年
度）

R5 77.8%

R10年度
までの
目標：
80.0％

単年度
目標設
定なし

3,883

7
システムを活
用した教職員
の負担軽減

　校務支援システム等を
活用した事務処理の効率
化や見直し・削減を行
う。

教育
情報
化推
進課

こどもと向
き合う時間
（指導時間
を含む）が
確保できて
いると感じ
ていると答
えた教職員
の割合（教
育委員会調
査：毎年
度）

R5 65.3%

R10年度
までの
目標：
80.0％

74.0 ％ 151,760

8

教員業務支援
員（スクー
ル・サポー
ト・スタッ
フ）の配置事
業

　学校現場における業務
改善の一環として、教員
の負担を軽減し、こども
と向き合う時間を確保す
るため、教員業務支援員
の配置を行う。

教職
員課

こどもと向
き合う時間
（指導時間
を含む）が
確保できて
いると感じ
ていると答
えた教職員
の割合（教
育委員会調
査：毎年
度）

R5 65.3%

R10年度
までの
目標：
80.0％

74.0 ％ 687,698

教職員の負担軽減による
教育環境の充実
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9
こどもまんな
か教育プラン
推進事業

　「北九州市こどもまん
なか教育プラン」の周
知・浸透のために、ワー
クショップや研修を実施
する。

企画
調整
課

将来の夢や
目標を持っ
ているこど
もの割合
（全国学
力・学習状
況調査：毎
年度）

R5

小：
81.1%
中：

66.8%

R10年度
までの
目標：
小：

85.0％
中：

70.0％

小：
84.0%
中：

68.5%

1,038

10
心の教育推進
事業

　伝統文化や異年齢・地
域交流などの体験を生か
して、児童生徒が自己の
生き方についての考えを
深める道徳教育を推進す
るとともに、先人の業績
や地域の歴史に関する学
習を深め、郷土を愛する
心など豊かな心を育成す
る。

学校
教育
課

「自分には
よいところ
がある」と
回答した児
童生徒の割
合（全国学
力・学習状
況調査：毎
年度）

R5

小6：
80.3%
中3：
78.1%

―
全国平
均以上

地域や社会
をよくする
ために何か
してみたい
と思うこど
もの割合
（全国学
力・学習状
況調査：毎
年度）

R5

小6：
75.3%
中3：
62.3%

R10年度
までの
目標：
小：

80.0％
中：

70.0％

小6：
80.0%
中3：
70.0%

2,419

11

AIアプリ導入
による個別最
適化学習推進
事業

　北九州市の全ての子ど
もたちの学力向上を図る
ため、令和7年9月より供
用開始した第2期GIGA端末
にAI型学習アプリを導入
し、個別最適な学習の機
会を公的に確保する。

指導
企画
課

学習した内
容につい
て、わかっ
た点や、よ
くわからな
かった点を
見直し、次
の学習につ
なげること
ができてい
ると回答す
るこどもの
割合（全国
学力・学習
状況調査：
毎年度）

R6
小中学
生平均
74.2％

R10年度
までの
目標：
80.0％

単年度
目標設
定なし

113,413

本市の特色を活かした教
育活動の推進

12
たいけん・ま
なび充実大作
戦

　市立小中学校の児童生
徒を対象に、学校教育に
おいて地域の施設を活用
した体験活動の機会を提
供することにより、実体
験を通じた学習意欲の高
まりを促す。

学校
教育
課

授業が自分
に合った教
え方、教
材、学習時
間などに
なっている
と思うこど
もの割合
（全国学
力・学習状
況調査：毎
年度）

R5

小：
81.7%
中：

73.6%

R10年度
までの
目標：
小：

85.0％
中：

80.0％

小：
84.0%
中：

80.0%

76,650

「こどもまんなか」の教
育施策の推進
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Ⅲ「安らぐまち」の実現

不登校・いじめ対策の強
化

13
不登校・いじ
め対策の強化

　「誰一人取り残されな
い学びの保障に向けた不
登校対策（COCOLOプラ
ン）」等に基づき、不登
校の未然防止、スクール
カウンセラー・スクール
ソーシャルワーカーなど
による相談体制の充実を
進める。
　「いじめ防止対策推進
法」に基づいた対応の徹
底を図るとともに、いじ
めの未然防止、いじめの
積極的な認知と早期の組
織的対応、いじめ重大事
態への対応、関係機関等
との連携などの対策を講
じる。

生徒
指導
課

学校に行く
のは楽しい
と思うこど
もの割合
（全国学
力・学習状
況調査：毎
年度）

R5

小学生:
83.8%

中学生:
78.9%

R10年度
までの
目標：
小：

90.0％
中：

85.0％

小学生:
88.0%

中学生:
83.0%

50,658

学びの機会の確保 14
学びの多様化
学校開校準備
事業

　令和9年4月に開校予定
である「学びの多様化学
校」を設置するにあた
り、北九州市立教育セン
ターの一部を改修し、整
備等を行う。また、教育
活動や学校運営に必要な
環境を確保するため、備
品・消耗品を整え、ネッ
トワーク環境を整備す
る。

指導
企画
課

学びの多様
化学校の開
校

― ― ―
開校準
備完了

51,685

学校と地域の連携による
学校運営

15
学校と地域の
連携による学
校運営

　コミュニティ・スクー
ルを核として、地域との
連携・協働を図り、「地
域とともにある学校づく
り」を推進する。
　地域学校協働本部・ス
クールヘルパー事業をは
じめ、様々な市民ボラン
ティア等と連携し、安
全・安心な学校づくりや
教育活動に係る支援な
ど、各学校の実情に応じ
て、地域全体で学校教育
を支援する取組を進め
る。

次世
代教
育推
進課

「教育的効
果が得られ
た」と回答
した地域学
校協働活動
実施校の割
合（地域学
校協働活動
事業実施校
に対して行
うアンケー
ト：毎年
度）

R7
R7年度
実績値

―
R7年度
比増

30,141


